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弄 列 扱 人 じ oe 起 4 ロ つ ピ タン 倒 
し Sh? 

氏 く S 扱 揚 の つろ の ポン S 
公 ヤ ン ロ 明 っ 巡 全 YNS せ ^ 潜 穫 
S 型 玖 半 肖 明 補 現 92 作詩 二 補 民 
ぐ Y 問 人 生 ロー 所 寺 掛 雪 を 所 本 演 
麗 り 豆 己 採 佑 つ し 訣 環 宗 実 唄 
めも レ タン SS 起 SdRmU っ J 
だ っ いで く 19 VSE に こ e. 
rs シ ペロ 油 ン Se 諾 塞 穫 せ 4 
や S 穴 守っ 公 中 代 や レス ン 公 公 
個 千 如 詳 量 ロ 0 レン ke 唱 交 ろ 計 


2o 
に 2 


叶 補 づつ MS 凌 け WS 詳 園 AJYS 
eS お を せ 選 民 宇 S 写 軸 じ Sh? 
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で H 長 悦び べ 至 給 沿 


KS 究 富夫 筆 型 人 W ン 全 O 
玖 ン 麗 人 じ ろ り 必 の 生 選 8 生 K 時 
ESNEE: NSP 
SAJe67 SG 認 昌 9 章 K9 昌 槍 
要 引 つ レ " 0 マ 守 G 吾 時 振 や 
選 唱 寺 じ 笠 KG 補 寺 弄 代 守 お 
つ づ つ AOP っ の つっ の 7 宮 鶴 や KG 昌夫 じ 圭 
し 2 や 恩 絆 到 全 所 款 品 夫 じ WS 宗 
ShBiwghOu 斉 PrOGP@S 還 
虹 せ その? つ 倒 つ ” 宗 肘 本 会 6 で 
刀 ン 宗 ぐ 章 細 は 嘩 守っ 2 王 レン 
NT Ns87 宮 癌 人 め 守 惑 章 選 
年 0 ン 静 26 ぐり 8 ら ) 寺 
寺下 MSNSK 征 人 科 包 5S 父 
Ci た テ こ だ 
MD Se387 < 鐘 軸 衝 会 際 深 ぐ 
廊 や ロ さ 0 し モ 款 全 さら 両 王 史 弄 で 
KG 突く oo 人 SNeT NeSNeajy リ シレ 
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(東京 大 学 ) 。 東 京 大 学 助 


や な が わ ・ の り ゆ き 欠 1963 年 生 
まれ 。 鹿 応 義 事 大 学 通信 教育 課 
程 卒業 。93 年 東京 大 学 大 学院 経 
済 学研 究 和博 士 課 程 修了 。 経 済 
教授 な ど を 経て 2011 年 か ら 現 職 。 
主 著 に 「 法 と 企業 行動 の 経済 分 
析 川 独学 と いう 道 も ある など 。 


ヒコ 





今井 康 一 


提 影 


曇 ろ し 2 や 湯村 忠 せ 球 電球 し 慢 ン 
瑞 宮 倒 補 OKGS 休 WMS 型 王 伝 細 半 
NR 
AGAJ 本 SS8" 下 混 り 十 NNS 尾 
謀る 世間 引 反 理 2NyRAnGA 
人 邊 語 99 拉 委 Y9 
^ りり P 癌 税 WS 罰せ 4 トレ 
病人 十 心 祥 詩 0 
YES ここ 2 くい 
宮 SS 計り や た る 居 選べ を K エ ミ シ 
生 で の 桂 W 尋 ろり 科せ 羽 る 
つ ^ 圭 W 雇 和む で で 宙 公民 鈴 の 
SG つ 会 つ ” 補 ぐ 泥 つろ 世 定 
MS 識 コン つろ re 
つ 2 限 党 己 移 癌 JOSKG 補 NR 
2 シン 0 PS し の 氷 り や お で KG 
な ロロ つ SS る 4J7 据 つ ろ 婦 拓 似 や SG 
り 守 所 hG の 組 つろ" の 
3 つり し KNSS り お 8 る " 
届 AJRNAG くっ 2 る 宙 KTT つづ 会 
つ / NM 人 08 呈 選 守 NN ン S ズ 
公 箕 量 じ One 定形 軍 せ 識 つ ろ 
所 つ 
しろ マン 球 時 S 諸 紛 守 ^ 問 局 宮 
居 王 を 定 京 mM 人 中 福 所 
会 購 世 皇 し 占 宗 如 写 宮 人 や" つ 
仙 会 0 レ 。 の で 倍 ロ 介 2 し じ 畠 づつ 
っ 右 45SEK@ よ と へ KaJAJzCe  N レ 
ペ S 問 N 計 選定 ちい 6 柚 Kg 男 和 
秩 和 やじ RS O 吐 表 り 十 皇 や 和 莉 
会 坦 KGY 攻 








週刊 東洋 経済 2016.6.18 


9 





ヶ プ ニー ト に へ へ ( 搬 嘱 お ) ペー ドー 
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罰 束 所 朋 秋 つ し っ NG" 

て ト つ へ へ 詩 本 赤村 会 也 ン 
祝 ぐ は ホキ ー っ の る つく 人 やつ レ 
うろ 7 SS 性 守 生 宮 琶 ロ ぬ 必 
ぺ う 揚 選 レス 選 外灯 史 年 洛 や 
会 R 届 仙人 る ? 

遂 寺 ぐ 補 K ウ リー と ロ 扱 介し ore 
K 守 り つ レ スン" 3620 ペー ドー で 
昌 揚 08 や ジン 中 染 肘 昌 
9 い ロ ー ま キー6 尼 共 介 NN る 補 餅 
尉 G 宮 コ E 下 妃 の 潮 谷 ke? 羽生 コー ら 


ぐ ト へ や へ BTJS な の 
板 陸 串 近 同 半 ぐ 半 胃 
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E 
必 
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FT) 
必 
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AQ 
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の 置 窟 けり ゼン と ト つ へ へ 公会 
Pa た で く が 介する Y5TSnoCtS] 
公 Q” 崇 訓 守 早 半 間 直 尿 王 や 9 
AB つね る 2? 

ーー で ぐ ト つ へ や 虹 で 人 っ 膨 gBNS 
班 6 避 組 MSN6C・ 


MyS 提 つ S る 7 RS で せ 


琴 を 妥 認 只 ” 起 守 つ レ ペ 奈 
HiiSKSAJ7 有 骨 局 填 雑 陳 倒 
ASK いつ る 層 加 皿 王 つり 守 記 
S 絆 東電 KS し SS8 と ト ホ 
AND お り 宙 ROSS る? 

6 旋 党 G 振 閑 罰 井 器 や 全 
り ^ 選 還 本 へ へ 0 を と へ 中 キー 震 
半 倒 慰 扇 hG 末 窒 貴富 時 Hp 朋 う 
し 2? 本 窟 購 党 シ コロ SUG 財 謙 
半 S 計 須 党 衣 に っ 刀 守 JS 閉 
ESWoE:te だ で マル 9 

ーー て ト つ へ や ふら 二 様 上手 せ 

工 宮 早 認 楽 6 人生 や つ A 室 人 Sr 
っ 2SG” | 回 財 半 枝 守 宮 むせ 愉 つ ろ 
轄 天 全 所” T 窓 完 千 せ 府 型 の つ 
ン せ 柱 8 う し 線 池 ky 

1 SP" 団 里 4 生 G 周 混 較 時 
志和 0 麗人 ? 王 回 り 詩 庄 避 人 SKe そ WS 
ペー ボー ゼ ぐ 連 ” 肖 滝 め K 世 翌 詩 
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さっ "PE 公 雇 むく ト つ へ へ 
ーー 会 衛 企 G 中 所 間 や 生 9 
党 り SO OS 公 < で 4 
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NNー ゼ 捉 宮 民 認 塗り 定 ギ つり 介 
ー" 亡 を SH て ホー の 2K トト つ 
AS ホロ ーー 会 起 ン させ レス k5 
守り っ の 独 潜 ーー トド つ 表 間 細 
レン モル” 守 公 つぐ 守 叫 2 の NN 
She AvS 容 くむ 482aQnQ se 度 党 
ゃ や: 計り 回 上 う " 

ーー 相 誰 個 路 絆 G4 ト 当時 下 *8C・ 

ロー Km 庫 習 ) を く て かつ 
ン 告 S2 り 宮 民 栄 会 尿 選 mh を 
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補 腸 Ke 称名 倒 移 KO 昌夫 く DK 下 
せ / そ 型 穫 写 や S「HNS 宝 | 門 
つい し 圭 激 つ し る や 宅 。 詩 琶 写 お 
『 握 G「NAN 穫 |G 宮 FH 村 
人 レス hG7 oR 宜 問 Kom 

置 衣 可 坦 や へ ネー も お ^ 
男 守 妥 計 寺 凌 登り ろう“ 

ーー ご 革 理 小禄 つ 選 R ミ トミ 博 寺 
せ ′ ペー ドー 公 QG 由 事 茎 前 人 6J7 
KISS 

邊 認 っ 筑 赴 電 悪 人 め 評 4 で リロ A 
か 必 で ト へ 人 KK 編 富 せ 同 郡 詳 遇 似 " 震 
守 の 疾 0PW し KG つつ 宙 KS 
の 招 人 で 7 畠 二 SG 層 ざめ ぬ 窒 シン や 
人 で ぐ 由 営 で WSG 愉 くら 祝 補 
で る に 選 拓 世 ト 軒 全 届 で 絆 
いい IN 還 に た こく 


( 守 WONh・ 性 織 ・ 香 総 翌 ) 
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バー まで きか の ぼっ て セレ クト する 「 プ ラス の 視点 ] な どの 企画 も 。 

本 誌 定期 購読 者 は 無料 で お 読み いた だ け ま す 。 新規 購読 者 向け に 月 額 プ ラン も スタ ー 
ト し ます (会 員 登録 の み の 無料 会 員 も あり 、 い くつ か の 記事 が 読め ます )。 月 額 プラ ン は 
初 月 無料 。 この 機会 に ぜひ ご 登録 くだ さい 。 
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政府 広報 | 内 閣 官房 


mm 
イ ノ / Y ラ ンス 家事 や 子育て へ の 参加 増 に も 
日 本 は ヨー ロッ パ 諸 国 と 比べ て 長 時 間 
ト いう 2 労働 者 の 構成 割合 が 高く 、 特に 週 49 時 


間 以 上 が 割 以上 も 。 健康 的 で 豊か な 
の 一 環 と し て 、 仕事 を 早く 終え る こと に よっ て 人 生 を 応援 する 「 ゆ う 活 ] は 、 男 性 が 表 5 8 
事 や 子育て に 参加 し や すい 社会 環境 づ 6 2 0 の 50 100 


取組 を 可能 な 範囲 で 実施 する こと が ボイン ト だ 。 くり に も 役立ち ます 。 男 4968 隔 以上 国 40 一 8 時間 男 40 叶 了 示 江 


※ILO 「ILOSTAT Database] (日 本 は 継 務 秋 「 学 働 力 調査 ]) を 基 に 族 和 労働省 で 作成 。 
上 ※ 長 時 間 労働 者 の 村 成 填 に つい て は 、 2014 年 の 各国 の 就 茶 者 一 人 当たり の 通 労働 時 則 を 示す (アメ リカ の み 2013 年 )。 
近 計 1009%%4 に な ら な い 場 合 が ある 





長 時 間 労 働 者 の 構成 比 (過当 た り の 労作 時 間 ) 
昌 本 且 Hi 





























コ 程 の て 動き と て っ 
惨 度 日 い 務 昨 っ か や 当 育 
制 自 の た を 年 か し 親 社 1] 
で 田 都 業 導 いけ て の が 児 
は に 合 務 入 ま で あぁ 介 朝 
あ 設 に を し ず し げ 護 型 し て 
り 定 合 早い は た ら を 動 
まで わ 出 ヒ ク ー れ 稿 務 介 
せき せ で れ | な 蓋 を 
ん る て 対 ま ルル い < 導 護 
5 よい 応 で ビ か に て 入 
独 う 勤 ず は ズ いい し て 
り に 務 る 残 其 と る だ を 
暮し 時 こ 業 間 い 社 の 
ら た 間 と で だ う 只 は レ 
し * を に 対 け 思 を い < 
の 。 あ * 応 朝 いな 子 推 な 
社 る そし 型 が ん 育 進 
を た まで 有 般 し ゅ め 員 4 め 
早 悩 で は 的 た 朝 て に 
め み の の に の 弄 ぁ ょ 働 
ら を 時 始 は 動 で 
れ も 間 率 業 > 聞 ま 重 寺 
る つ を を 時 は の 学 
こ 社 持 像 刻 ら メ 負 な 続 
と 員 て 育 の リ げ 選 
は に 余 園 遅 音 ツ か の ( ナ 
大 と し に いそ ぞ ト け 競 1 宅 局 に ョ 
きっ て 預 和 正中 を て 過 っ 4 に と 天 モー E 
て し け 買 い や ら 
な くま た 店 兄 ち 学 音 
出 う 後 業 作曲 で い れ [介護 施設 の 面会 時 間 に 、 平 日 も 問 に 合う よう に な っ た 
ッ 半生 人 を を ま る 早朝 は 電話 が か か っ て こない の で 仕事 に 集中 で き 、 早 く 片付く ] 
。 間 っ 社 ら 一 感 始 環 [電車 が すい て いる 時 間 に 乗れ る の で 体 が ラク に な っ た ] 
境 その 日 の 都合 に 合わ せ て 自分 で 勤務 時 間 を 決め られ る の が いい 」 
いっ も 人 業 四 9 人 る 代 ま を [子供 と 過ごす 時 間 が 増え て うれ し い ] 
うる と 守ら が 園 つ 
動 は る 原 職 と 円 に 早 子供 を お 風呂 に 入れ た り 寝かし つけ た り で きる の で 、 妻 導 行 に も 」 
に 君 ち 自生 りか 委 い 骨 見 実 店 舗 に も 残業 削 江 の 意識 が 浸透 し 、 実 際 に 残業 が 減っ た 」 
の ら ラテ 1 
な 了 た 上 め 上 軸 に 人 由 現 子育て を 理由 に 辞め る 社員 が いな く な っ た ] 
夫 > 詳 潮 別 の 面 ク き 意識 が 変わ っ て * 残 業 する の が あたり まえ 、 で は な く な っ た | 
る 務 や に 攻 も を 本 に 「 和 来 、 親 が 要 介 護 に な っ た 時 の 不安 が な く な っ た ] 
を に に 
維 名 本 誰 革 行 部 つ な 
進 で な な らき を と ど と 
し すず すくい れ や 預 と 本 社 は 東京 者 渋谷 区 道 去 坂本 店 、 東 横 店 小谷 
よね いい \ 限 記 ま | 陣 の ぞ 株 式 会 社 東 騙 百貨 店 ヒカリ エ ShinQs、 吉 祥 寺 店 、 を た ま ブ ラー ザ 店 な 
う 一 帰り いく て 声 ヽ ど 全 国 13 店 舗 を 統括 。 
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一 人 ひと り の ライ フス タイ ル に 合わ せ て 


| ゆう 活 」 で 叶え る ~ 理 想 の ワー クラ 


仕事 を 早め に 終え て 、 夕方 は オフ を 楽し お 。 「 ゆ う 活 」 と は 、 働き 方 改革 ( 長 時 間 労 働 の 抑制 や 年 次 有給 休暇 の 取得 促進 な ど ) 
生ま れる 夕方 の 時 間 を 活用 し て 、 生活 を 豊か に し て いく 取組 の こと 。 各 企業 の 業態 や 業種 、 働く 人 の 実情 に 応じ て 、 自主 的 な 
昨年 か ら 導 入 を 始め て いる 2 社 に 、 その 効果 や 反響 を 聞い て みた 。 








に コ 度 らら 見 間 や 数 延 く つ 時 本 
住友 金属 鉱山 株 式 会 社 実 時 を 周 兄 症 承 ぷっ あり 没 5 交社 
人 事 部 長 金山 買 博 さん に 聞く 情 レ は ほ 寺 に 刻 い ア 人 て み ま ら し 活 た 各 
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レ と く 出 178 員 3 あ 声 時 て 

の て 勤 時 時 の か え が 問 。 
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ーー れ ご 上 結社 つ 果 レイ き と さ フ す 動 提 
に た と プ 訂 た 計 言 プ き る 中 る 導く 
明る いう ち に 帰れ る の で に う イ な 時 衣 し う 王 け 作 めそ ぞ 
会 社内 外 の 人 と の 交流 も 盛ん に ! 作ら える に ラ すわ もち 
て < 会 革 ーー な 
oo 起床 朝食 向上 緊 り きす を が わ py 6 い 事 
ヘー で **: き な 忙 て が ご 考 旧 せ を ケ が 
春 類 藍 理 の ーー ご 。 一久 国 出動 な 時 期 う 身 え 進 
トッ 靖 還 2 2 コ 問 も くに る 的 を まま 
Em | ある 社員 の 「: oe メ を 残 うつ 見 僚 に な 
し os ト 効 が た て ら の 島 素 な 


還 癌 人 を 徐 と > 【.3 
瑞 会 議 和 報告 書 作成 
PA 


本 社 は 東京 都 港 区 新橋 。 住友 の 源 
流 で ある 鍋 事 業 を 受け 継ぎ 、 420 

住友 金属 鉱山 株 式 会 社 年 以上 の 歴史 で 境 わ れ た 住友 の 
事業 精神 ] に 基づい て 日 本 の 発展 
に 買 献 


「 明 る いう ち に あがれ る よう に な っ て 、 他 部 署 と の 交流 や 学生 時 代 
の 友達 と 会 う 機会 が 増え まし た 。 早い 時 間 か ら 飲 み に 行け ば お 店 
は すい て いる し 切り 上 げ る 時 間 も 早く て 、 健康 に も いい で すわ ね] 


当 生 若 生 泊 誕 ど 普 





厚生 労働 省 で は 、 企業 の 皆様 が 自社 の 社員 の 働き 方 ・ 休 み 方 の 見 直し や 改善 に 役立つ 情報 を 提供 する た め 、 
「 働 き 方 ・ 休 み 方 改善 ボー タル サイ ト 」 を 開設 . 「 ゆ う 活 」 の 取組 事例 も 掲載 
政府 広報 オン ライ ン に 「 ゆ う 活 」 を 特集 し た ウェ ブサ イト を 開設 。 








ニュ ー ス 最前 線 | 





舌 国 は EU を 離脱 する か 
実現 な ら 世 界 に 大 打 革 


6 月 23 日 の 英国 民 投票 が 迫る 。 内 向き 志向 は EU り の みな ら ず 世界 に も 悪影響 だ 。 
本 誌 : 松崎 
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5 の EC 
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レン アン 
物流 座 記 フォーラム 2016 


レレ 変革 期 を 迎え る 
物流 の 新しい 顧客 価値 の 創造 


企画 趣旨 


物流 に 関す る 顧客 の ニー ズ が 年 々 多様 化す る 中 で 、 問 題 と な っ て いる 共通 の 課題 は 人 員 不 足 で す 。 国 立 社会 保障 ・ 人 口 問題 研 
究 所 は 、2010 年 に は 8000 万 人 だ っ た 生産 年 齢 人 口 (15 -64 歳 ) が 2030 年 に は 6700 万 人 に まで 減少 する と 予測 し て いま す 。 
今回 の セミ ナー で は 、 こ の よう に 労働 環境 が 変化 する 中 で 、 企 業 が 成長 を 遂げ る た め に 重要 な 、 人 手 に 代わ る 「 省 人 化 」 を 中 心 
と し た 物流 業 の イノ ベー ショ ン と 、 そ れ を 導入 する 際 の 留意 点 を 併せ て ご 紹介 させ て いた だ きま す 。 ご 参加 いた だ く 企 業 様 に 
と っ て 、 大 き な イ ノ ベ ー シ ョ ン の きっ か け に な れ ば 幸い で す 。 皆 様 の ご 参加 お 待ち し て お り ま す 。 




















6 EEZ22】 
2016 年 / 月 13 日 () 2 
13:30 て 15:55 (13:00 開 場 ) < イン ダス トリ アル 営業 統括 部 エグ ゼクティ ブ デ ィ レ クタ ー 統括 部 
- 小林 座 
R ] 
ラジ ae102J52 の ul ッ シ ジー セ ョ ンタ ーー 
ソラ シテ ィ ホ ー ル (東京 都 〒 代 田 区 神田 駿河 台 4-6) 6 FT IGP9) 


東京 メト ロ 千 代田 線 新 件 茶 ノ 水 。 駅 B2 出口 直結 、 ( ロボ ティ クス が 切り 開く 新 時 代 の 物流 セン ター 像 
JR 中 内線 「 御 革 ノ 駅 徒歩 1 分 : ー 今 、 荷 主 は 何 を すべ き な の か 


アビ ー ム コン サル ティ ング 株 式 : 

シニア マネ ー ジ ャ ー プロ セス & テ クノ ロジ ー ビジ ネス ユニ ッ ト 
SCM セ クタ ー ロジ ステ ィ ク ス サ ー ビ ス 統 括 

寺西 雅 商 g 


小売 業 な ど に て 物流 半 整 代 、 5 事 還 誠 1(G02) 
物流 改善 を 検討 され て いる 企業 の 経営 者 、 経 営 企画 部 門 、 B GR0UND が 目指 す Intelligent Logistics 


物流 企画 部 門 の ご 担当 者 様 な ど | RGUNpMka 
5 代表 取締 役 社長 
宮田 啓 友 氏 


無料 (事前 登録 制 ) 


14:45 一 15:05 コー ヒー プレ イク & 名 刺 交換 会 (20 分 ) 


15:05 | 52 っ ルス の ルカ) 
CBRE SM 
15:25 流 の 新た な 視点 か ら 切り 開く 
ロジ ステ ィ ク ス バリュエーション サー ビス 


アビ ピー ム コン サル ティ ング 株 式 会 社 の OR 
磯部 宗 宮 


東洋 経済 新報 社 の | EETFRG7 


BEAMS の アイ テム タギング 
物流 ・ 全 店 舗 シ ー ム レス 展開 へ の チャ レン ジー 
東洋 経済 フォ ー ラ ム 事 務 局 株 式 会 社 ビー ム ス ホ ー ル ディ ング ス 


mm ロジ ステ ィ クス 本部 課長 
| sm ate | TEL:03-3246-5599 (日. 祝日 除く 10:00-18:00) 入川 久 
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区 革 叶 評 生計 [ 


選挙 目当て の 消費 増税 再 延期 で 「 今 は リー 
ミン レン 4 [4 攻 コ スン ルコ リピ 3 
うこ と すら 画策 し た 安倍 組 三 首 相 。 財 政 再 
建 な きま ま 景 気 を 吹か せ ば 、 平 成 パブ ル 以 
上 に 恐ろし い 最後 の 崩壊 が 待つ て いる 。 

本 誌 : 野村 明弘 
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ReJaJS レ ae 完全 
JTSKGaJ エ 共 沙 笑 
せ 科 ぐ の 品 差 畠 器 
代 S NG 貴 認 ′ 咽 思 渦 
に マー る こい の いつ また いこ の | 
味 才 に 6 記 加 診 定 4 で し 固 
師 稚 せ 呈 守 選 AS 綴 ン OS hGT 

1 RS し 軸 @8 室 りー 直下 党 環 己 
ン 人 8 へ NAS 1 語 S 宮 半 り うる 
必 隅 回 陸 り 主 KG? 選定 倒 固 恋 半 性 
軍 表 宇和 狼 くつ お 古 で 87 面 抱 尊 8 
S 選 式 別 紅 の に 二 半 " の ゼル 世 友 S 
潮 和 き 湊 竹 せ 時 知 YOSShG? 

4H 較 連 ぐ 所 編 散 軍 深 ら 時 ぐ べ ゼ ぜ 
記 算 各 定 用 決定 購 宗 地 「 能 恒 
ne |aJAme お 5 く か さき 宮守 G 沿 % つ 


K ふ JNIKQ うし る hGSSOT 全 "回 


イン フレ 加速 を キ っ か け に 、 バ ブ 政府 の 引き 締め 策 を きっ か け [ 
ル を 支え る 金融 ・ 財 政 政策 が 行 正当 化 で き な い ほど の 資産 価格 


き 詰 まる 


バブ ル の 縦 韻 
出所 ) 本 読 作 成 
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報道 が 過 熟 する 裏 で 東芝 や 富士 通 と の 具体 的 な 協議 
は 何一つ 進ん で いな か っ た 。 その 青 景 を 探っ た 。 


志 | 
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パソ コン 3 社 統合 白紙 の 深層 





画 日 本 産業 バー トナ ー ズ を 中 心 に 展開 され た 
パソ コン 3 社 統合 交渉 の シナ リオ 





的 AU 租 二 較 法 へ nA 総記 科 
に に = いこ ) マ 9 バ ) 
で 守 忠生 王 揚 隊 く ーー ホーK ( ペ 
ヒーー ム と) 唱 拘 As で Sm 
どー 時 滞り 4J 0 5 
ーーL せ [ドー トト ホー トト へ 
と | つり し 嗣 QSkGP で 衣 全 敬三 
※ 時 時 do ドー トト ホーkG (= 写 
手 >) 恋 所 痢 つ ^ 記 YW 忌 や 畠 
時 め 察 4 記 の つじ 選 時 K く へ も 和 * 
KGRR 紀 トト へ と Sh? 





い 9 


り 


吐 





成 





日 本 産業 バー トナ ー ズ (JIP) 


工場 統廃合 を 前 提 に 東芝 CS と 


富士 通 CC が 合併 。VAIO も 合流 





に 
3 ツ 
堆 ト こ 3 
避 ツ 
2 る 
加 1 可 
に 肖 に 
Ei 釣 


日 本 産業 バー トナ ー ズ が 東芝 CS と 富士 通 CC に 出資 する 


日 本 産業 バー トナ ー ズ (JIP) 


了 NG 
s| 較 
ミ 
テ 人 Q 
全 蘭 委 | 
: tG 量 9 ラ 
支 、 問 生 纏 |K 
隔 馬鹿 
〇 | 個 7 
W 旧 当 まり | 
代 導 SS9 | ミ 
ーー Sa NN I 拉 
H 馬 > DD Tn 枝 
: 隊 M @Bl 
の ョ リ 98 1 
MR ミミ 
W リ 


5 テマ ゴーO ゼ ヘリ ーS1R く へ ロロ 
へ 二 上 没 記さ 計 限り 衣 守 ” 氏 走 G 


へ 





切 P 





王 怒 当 邊 や ーー 中公 認 ・ ら ポ " 

一 例 さ ・ の ポテ マ ゴー 回 環 租 令 

Q・ の 居 PSKe7 衣 欄 訟 家 上 

叶 の 下 宗 お 選 是 世 6 培 戦 抱 征 補 で お 
人 遇 


人 SS や つ ビ と 穴 害 窟 全 で 肢 過 つ 


し っ や S 紐 軸 し Sn? 














富士 通 CC 


東芝 CS 





尿 り Q ど 本 想 現 りら <07 野 設 守 G 束 
つい EE 計り の 】 く 3 ロリ バー 4 
GWS の mmo の 拉 3 の 設 人 じ うろ 
ー 一 明和 的 4 り 統 填 時 く 時 赴 会 温 る 唄 さ 
QS3 SS ポ 選 で 5 


個 王位 歌 弄 へ 
コー 羽 翌 唱 唱 忠 

ーーm せ テマ イー の Oh 郭 じ 慰 
リー KAHAS 振 叶 ぐ 辿 つゆ を 庄 知 
S 壮 つつ * ゅ 計り 長い し く や 

較 藤 く へ 1A 世 
圭 せ 肖 胃 午 公 
世 そ ぐつ し ろ ょ 0 けっ の 
会 公定 応 


くき 

8 

ae 
ゃ p ee 
-: 」. 較 WWMNSNWN 
ね NRI 衝 ら 宮 会 詩 和 届 筑 
る 3 2 ぐり る x ( 号 

は ーー G を 
絆 ls つい 
IN ぶ 拓 翌 寺 堅 定 S 叉 人 
本 W。。。  ENUA 財 
き 党 S さ G く へ り へ 宣 立 ロ 

者 | 。 ニ ーーe 公 三 和 ruo 

拉 rnate us 

紀 末 S 才 を りつ レシ 


せ ン / 居 定 GS く へ nA 畠 澤 引 洋 
思 で skG りり) 公 球 決 宰 YS で 5 

容 問 家 朱 定 G 舞 96 り 人 SOaJ” 親 
牌 G 架 G 災 せ ペ ヒ SS の 8 ら 和 37 
選 的 J 租 二 早 会 SS くく へ リロ へ 社 
いこ で コーー ヘニー 
Q 志 ( 装 d 茹 G「 畠 9 〇 の | の) 「 細 
時 OO」) ーーm 和 で に 生 
人 S ン タン Gr 志和 セ Ke7 YOQD 守 栄 有 
り ポ テマ ニー で > の LE 混 生 KG る 必 で 
全て へ の ホ R 補 0 ( 写 亡 「 マ 
喜 )" で 款 し せ / 尿 誠 記 つ 記 の 
祥 と ゴー の OS に ロ 多 ぐに 和 お AG の 
SO 届 ( 写 「 回 」)? 

交 座 し YSkeH 宗 選 め 鐘 豆 で 8 
おり る 会 各 7 り 叶 の 
選任 誠 家 語り 2 アー ニュ ) 宙 ーー 上 
っ JE 二 国会 yy 叶 科 計 間近 る" 

Qt 所 AU 租 二 時 会 拓 常 人身 
つ し ろ や や も も お せ る? 8 会 必 租 二 
味 ぐ 王 詞 商 当 訪 申 。 補 く eS 
も 「 忌 的 交代 つ し KS 全う ) 豆 
誤 還 本 人 め し っ 2 |「 還 衛 S 衛 せ の) 
の 会 ン | づつ 会 管 ポ 4 必 会 半 会 
5 有 杏 穫 G 細 写 思 補記 中 2 の 「 租 十 団 
3J ぐ 交 庄 6 背 衝 | の 密 全 避 次 
生 提 衝 つ 半 全 で や 室 介 の つつ 会 で 
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定 SE ロ ロビ つ お りり 8 ] 抽 225 る 5 

1 SR と ゴー の ーー 上 mm で 眉 づつ 
< 宮守 四 つけ 人 め 宗 思 お 3 の ロ ルー 
会 と マ ご 司 ぐ の 玩 層 人 座 0 し る 
尋 人 ロ 所 的 を 組 二 周 JS 箇 席 会 裕 
で で る 宏 4JynJ て っ 2 会 仙 し S 
h9? 記 品 8/ 振 的 を 赴 二 時 J ぐ 
選 庄 に 才 ロ 江 で ーー の 会 
マー の ロゴ ] 麗 の 組 会 補 ン の 選民 
補 亜 史記 se へ HOe 局 湊 選 
8 提 震 は 臣 で 訪 ? 

選 NG 谷 記 宮路 せ マ 世 抽 ロ 沙 紙 
<R し 共和 起 り 鉛 9」 選 つ WT は 
十 S"「20 8Q 捉 案 S 突 組 き で 
し 2n:9? 記 記 WW 計 選 手 と YOh63O6 
宮 給 組曲 つろ ko っ) 守 演 で 
鉛 つ お" つ 会 つづ ーー ロー 認 器 衣 け 5 
8 [2 で おく 夫 褒 つね ゴロ 
mm 家 り つ 條 国 ぐ G へ ホ つ 下 公 宇 


NEC レ ノボ 
27% 


朗 
四 
全 
ミ 
に 
思 
角 
邊 
四 
還 
回 





固 上 位 5 社 で 4 分 の 3 強 一 国内 出荷 シェ アー 


iu ド で と く が J す た ef で が 電 還 く に Y 
会 人 生玉 丸 式 浴 衣 話 前 「c 定 固 
羽山 せ 束 的 会 朋 つの 22 で 
補 | の 思 つ MD 際 he? 


昌 只 玖 環 や 8 っ 寺谷 

表 訪 屋 で 地 40 軸 で ・ 
ECCSIICGOP く IE 導く YS 
0 届 写 。 員 の 衣 0 し ろう や くせ 青 約 
で る? 嘱 半 hG 記 欄 矢 腹 つ 会 
販 叶 提 限 丁 ” 皿 幼 G 求 計 倫 円 守 
AN 半 狂 侍 を 回 中 玲 紛 思う で や 生 
持 半 し の 選定 き っ 部 品 全 人 ぐり S 
選 " 過 告 朱 )JQG 束 的 下 栄 謙 型 な 
作 選 穫 6 志 ビス 7 

に よさ だ つく ざく だ YE だ mi 
尊 G 議 吾 ロ ふつ し っ の 振 志 多め 会 
や うーー" MM いつ ね も 記し 
会 こく へ 口座 記 く 握 只 果 でる! 
次 写 補 申せ 舞 干 園 シ ー ゴ コロ の ふり 
S く へ 串 ハ 寄 EW 再 会 室 べ 全 け S0 
信販 時 世 お WO6S 路 応 所 
公 下 泌 り 結 さ し no7 MyS 潮 季 
に い SI さ we>bO バ くに NII 
館員 だ し 2 ゃ 7 

礼 和 時 QRd せ [QR 
し 各 8 宮 人 べ 全 S 羽 豆 議 仙 民法 
2」 る) 板 で の 選 王 尽 ロ せく へ ロ 
へ 全球 三 つ し 交代 つ し re" 選 宮 記 
つゆ | 庄 つ レ 2n 倒 迷 二 0 2 
し 引 し し る さ る "思う り 人 友 来 捧 
Q お お る | の 交 束 史 ペ 窟 他人 間 つ 
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宙 NMS 樺 己 交 凌 革 
半 6 生 "所 守 康 - JG 膨 
腹 王 所 誠 で wy9 本 
AS NN へ を 補欠 了 人 宮 
2 忠夫 品 寺 寺 朋 せ co 
WP | 措 22S 全 で 85 





臣 り 守り 幸人 寺 交代 。 間 
人 S 儲 宮 ゆ へ 近 経 せ 本 錠 
較 本 く ぐ ^ 民 宏 虹 に 
EGRNiN て さ 所 
AK ト SKK 半生 と へ へ て 8 ミ 
S 選 辻 会 来 *6%0 尋 ぐう) NeH 
表 詳 思 し *Sve* に ミ 

1 RS 押せ 因 暫 o 春 面 = 
エロ 宮 呈 つつ 8 全 S 三 ト 電 g 
補整 宜 補 財 @ 幸 て G 


包 民 7 細 澤 記 欄 近 Q よ ふ 期 富 
S 季 SenS 給 記せ 王 短 当 
針 で 更 民 手 ぐ 「 地 中 決 列 下 4N 補 」 
さこ で これ kc さこ 95 た Lo) 
5 AvG 演 罰 ぐ お 人 S り ^ 和 計 症 罰 
ES の 3 めい ー 人 に Je きい ここ ーー 
Ra) 引 肖 つね お ? 

租 二 時 黄 直人 紅 3 n 世 砦 シ 
[ 生 マ ーo 選 宜 の 型 天仙 式 守 
Ne] ) 挫 計 つじ る? 四 王 忘 政和 お 一 
に で SYS 4 
吉信 お 有り 8 代 る 7 乱 公 。 潜 因 符 欠 
S 廷 皇 G 訪 WSTnS7 振 衣 つ やく 
へ AnATK 得 ・ 各 二 時 和 AN で トト ヘー 
HH ロー ト で へ GS 湯 握 敵 寺 7 
畠 和 NNG く へ THA 所 <E 軍 り 画 る 


So の SS で 








800 











年度 
( 注 )2016 年 度 以降 は 予想 (出所 )MM 総 研 


守 補 づつ 7 青 的 9 ぐし 範 圭 時 せく 
へ IA 決し 社 包 和 可 ロン く 室 
WT でる 

租 二 國 せ MopNyo の 還 定 天 べ 宮 お 
福重 菜 球 つ "VS 捧 刻 せ 記 語り 
87 に 雇 倒 居 べ 豆 ち で の 雇 公 還 べ 写 
や し JS 選 用 せ 還 べく 宮中 症 生 S 逐 
私 り 徹 沼 じ SN 国定 球 で 履 電 G 鬼 
訪 回 WW 詩 邊 の BR K ル wK 和 か 
RS 記 訓 ・ 膨 型 G 肛 呈 せ 画定 
騙 ン ” 堅 引 せ 性 生 G 三 裕 唱 球 じ ” 膨 
に Hm は こさ WSmー= に 0 
ecot 二 ビュ マ 4 マル 

Y 提 本 しま ら NTSS っ の 表 マ て 
宮 む し 4S 選 ^ 明和 的 会 琵 据 つじ 束 
恒 べ 豆 む 3 生 S や NucooS る (だ 図 )? 
選 穫 の My め 全会 の レス x 全 人 
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19『 85 年 に 世界 で 初め て ノー ト 
パソ コン を 世に 送り 出し た の 
が 東芝 だ 。 国 内 だ け で な く 、 欧 州 や 
米国 な ど 海外 で 足場 を 築き 、 世 界 ト 
ッ プ を 眉 走 。 収益 柱 の 1 つと し て 全 
社 を 支え て いた 時 代 も あっ た 。 

だ が 、 それ も 過去 の 栄光 で ある 。 














今や パソ コン 事業 は 社内 の お 荷物 。 
額 は 公表 し て こ な か っ た が 、 
年 赤字 が 続い た と み ら れ て いる 。 さ 
ら に 、 


ここ 





2015 年 春の 会 計 不 祥 事 で 、 
遅く と も 09 年 3 月 期 か ら Buy-Sell 
(バイ セル ) と 呼ば れる 取引 を 用 い 
て 、 パ ソコ ン 事 業 の 利益 を 水増し し 
て いた こと が 発覚 し た 。 その 額 は 7 
年 間 で 600 億 円 近く に も 上 る 。 決 算 














今期 黒字 化 目指 す 
ーー パソ コン 事業 の 収益 一 
( 値 円 ) 売上 高 
5.000 


営業 利益 


41.000 275 年度 
( 注 )4 は マイ ナス 











上 の 数 字 を よく 見 せる こと で 、 撤 退 
や 縮小 と いう 決断 を 避け 不振 事業 を 
温存 し 続け て きた の だ 。 


東芝 は 前 16 年 3 月 期 、4600 億 円 
も の 過去 最大 の 最終 赤字 に 沈ん だ 。 
00% 子 会 社 の 東芝 メデ ィ カ ル シ ス 
テム ズ を 6655 億 円 で 売却 し 3817 億 
の 利益 を 計上 。 虎 の 子 を 手放し 延 
命 を 図っ た こと で 、 一 時 2.69%% まで 
落ち 込む と み ら れ た 株 主 資本 比率 
は 、 前 期末 時 点 で 6.1% と や や 持ち 
直し た 。 そ れ で も な お 1 ケタ の 厳し 
い 状態 で 、 吹 け ば 飛ぶ よう な 率 。 こ 
うし た 逆境 で 赤字 部 門 に 資金 を 投入 
し て いる 余裕 は な い 。 



































東芝 は 限り ある 経営 資源 を 、 世 界 

も 競争 力 の ある NAND 型 フラ ッ 
シュ メモ リ と 原発 を 軸 と し た 電力 や 
社会 イン フラ に 集中 させ 、 成 長 が 望 
め な い お 荷 物事 業 は 積極 的 に 切り 離 
す 方 針 を 示し て いる 。 

パソ コン 事業 は 売却 先 や 統合 先 を 
探す 一 方 、 リス トラ を 断行 。1000 人 
超 の 人 員 を 削減 し た 。15 年 3 月 末 に 
全 世 界 で 1109 万 台 あ っ た 販売 台数 
も 約 300 万 台 に 大 幅 縮 小 。 一 般 消費 
者 向け は 国内 と 北米 の み で 展開 し て 
いる 。 今後 は セキ ュ リ ティ な ど サ ー 
ビス と 組み 合わ せ て 提供 で き 、 採 算 
が よく 取引 関係 も 継続 で きる 法人 向 
け を 中 心 に 販売 を 強化 する 。 

これ ら の 措置 に より 、 公表 し た 
17 年 3 月 期 計画 で は 売上 高 こそ 前 其 
比 49% 減 の 2260 億 円 と 大 幅 に 落ち 
込む も の の 、 営 業 利益 は 構造 改革 の 
成果 が 表れ 、 前 期 871 億 円 の 赤字 か 
ら 黒 字 に で きる 見 通し だ 





















































ド ラ ト イ る 市 と と た き 激 流 約 け 切 ほそ 
コー ン ッ ナ " 場 東 は っ プ 事 そ 化 し れ し を り と 
V 方 ド プ ブ 東 を 芝 目 て ラ 情 3 し か だ 伯 ! 伸 始 ん 個 
A "だ だ ッ ゥ 芝 自 に に 納 ン が も て ? 州 ば めど 人 
I ソ "っ み の ら は 見 得 ド あ な お ` F し た 畳 向 
0 ニ た ご 一 切 `" え の 統 っ 場 ネ 計 た と み け 
ー 1 こ d り ノノ て い ぃ い 合 た を ッ に 営 入 いこ 
は 時 と は ゞ Y 開 | いか に 閉 ク 従業 の な ろ 法 
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< 計 ” 土 通 の パソ コン 事業 は 35 年 
昌 当 前 か ら 、 法 人 向け を 主体 に 展 
開 し 、 組 密 な カス タマ イズ で 顧客 基 
盤 を 筑 い て きた 。 た と えば 生保 レデ 
ィ 向 け タ ブレ ッ ト で は 、 保険 会 社 ご 
と に 重量 や サイ ズ 、 色 を 微妙 に 違え 
て 提供 し て いる (富士 通 で は タブ レ 
ッ ト も パソ コン と 見 な す )。 

法人 向け と 個人 向け の 比率 は 、 個 
人 向け が 伸び て 瞬間 的 に 5 対 5 に な 
っ た こと も ある が 、 平 均 す る と 7 対 
3 で 法人 向け が 圧倒 的 に 多い 。 
現在 、 力 を 入れ て いる の は 教育 現 
場 向 け の タブ レッ ト ( 右 写真 上 ) 
だ 。2014 年 か ら 国 内 5 校 、ASEAN 
地域 1 校 の 小 中 学 校 で 実証 実験 を 重 
ね て きた 。 机 の 上 か ら 落 と し に くい 
形状 で 、 か つ 万 が 一 落と し て も 壊れ 
な い 堅 中 さ を 工夫 し て 実現 。 富 士 通 
の 社内 で は 「 最 強 の 文教 タブ レッ 
ト 」 と 呼ば れ て いる 。 
国 が 小 中 学 校 に 「1 人 1 台 ] の タ 
ブレ ッ ト 導 入 を 目指 し て いる こと か 
ら 、「 文 教 タ ブレ ッ ト ] は 確実 な 需 
要 拡大 が 見 込め る 成長 分 野 で ある 。 
教育 向け で 富士 通 の ライ バル は 
NEC。 タブ レッ ト へ の 取り 組み で 
先行 する こと で 、 教育 分 野 で の 地位 



































三次 


1 


mr 
志 訂 詩 = 


本宮 沿 [ 


キ 


谷本 秒 き ③ 














を 盤石 に する こと に な り そ う だ 。 

も う 1 つ の 成長 分 野 と 位置 づけ て 
いる の が 、 シ ンク ライ アン ト 機 だ 。 
同機 は ユー ザー が 使う 端末 に 必要 最 
低 限 の 処理 の み を させ 、 ほ と ん どの 
処理 を サー バー に 任せ る た め 、 デ ー 
タ 漏 洩 を 防ぐ の に 適し て いる 。 富士 
通 は 、 国 内 社員 の うち 約 8 万 人 に シ 
ンク ライ アン ト 機 を 「 実 装 ] し 、 実 
証 実験 を 進め て いる 。 








富士 通 の パソ コン 事業 は 前 16 年 3 
月 期 に 3 ケタ の 営業 赤字 だ っ た が 、 
これ は 主 に 為替 に よる も の 。 半導体 
な どの 部 材 を ドル 建て で 調達 し て い 
る ほか 、 ユ ー ロ で の 完成 品 販売 が 





富 急 た 3 
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る い ぃ い O ぎ だ 者 
東 る の て ? が 
芝 か 3 み 言 
の 社 る つ 








う 社 統合 白紙 _ 
それ ぞ れ の 事情 


る た め 為 替 の 影響 を 受け や すい 。 実 
際 、 そ の 影響 が 小さ か っ た 前 々 期 は 
黒字 で 今期 も 黒字 見 通し 。 赤字 を 垂 
れ 流 し 続け て いる わけ で は な い 。 

と は いえ 、 売 上 高 営業 利益 率 で 2 
ケタ 達成 は 高い ハー ドル 。 昨年 就任 
し 同 利益 率 2 ケ タ 達 成 を 掲げ る 田中 
達也 社長 に と っ て 、 パ ソコ ン は 一 刻 
も 早く 連結 か ら 外 し た い 事 業 だ 。2 
月 に パソ コン 事業 を 分 社 化 。 東 芝 や 
VAIO と の 統合 交渉 は 白紙 に 戻っ た 
が 、 過 半 を 出資 し て くれ る 相手 探し 
の 手 は 組め て いな い 。 
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パソ コン 3 社 統合 白紙 の 深層 


20 14 年 7 月 に ソニ ー か ら 分 社 化 
し た VAIO。 日 本 産業 パー ト 
ナー ズ が 筆頭 株 主 に な り 、 ブ ラン ド 
名 を その まま 社名 と し た 。 

赤字 を 垂れ 流し て きた 海外 市 場 か 
ら は 全面 撤退 。 ピー ク 時 の 10 年 度 
に 国内 外 で 870 万 台 あ っ た 出荷 台数 
は 大 幅 に 減っ た (出荷 先 は 最大 で 
69 カ国 )。 一 方 で ニッ チ 、 ハ イエ ン 
ド 向け に 絞る こと で 事業 再生 を 図っ 
て きた 。(VAIO は 「 台 数 を 追わ な 
い ] こと を 理由 に 、 生 産 台 数 を 公表 
し て いな い )。 

設立 当初 は ソニ ー 出 身 の 関取 高 行 
氏 が 社長 を 務め た が 、15 年 6 月 に 商 
社 出身 の 大 田 義実 氏 を 社長 に 招 勝 。 









































発生 や 保守 を 考え る と 、 国 内 で 最終 
検査 を し た ほう が よい ] (大 田 社長 ) 
と 考え て いる か ら だ 。 

「 世 界 最小 ・ 最 軽量 ] を 追い 続け 
て きた ソニ ー 時 代 と 現在 の VAIO と 











差し 込み 口 は 3 つ 必 要 ] 「 い や 、 薄 
さ を 追 求 す べき だ 」 と 延々 議論 。 結 
局 、 薄 さ は 追わ ず 、 USB の 差し 込み 
を 減ら さ な い 道 を 選ん だ 。 

設立 当初 は 営業 を ソニ ー に 依存 し 
て きた が 、 大 田 社長 の 就任 後 は 営業 
員 を 次 々 採用 し 営業 体制 を 強化 。 営 


























業 員 が 増え て 虎ノ門 の オフ ィ ス が 手 
狭 に な っ た の で 、 五 反田 に 移転 し た 
ほど だ 。 








パソ コン 以外 で は 、 ソ ニー か ら 引 
き 継い だ 実験 設備 や 製造 設備 を 活用 
し 、EMS (電子 機器 受託 製造 ) を 
育成 中 だ 。 ロ ボッ ト や loT (モノ の 


大 田 社長 は 、 機 種 ご と に 損益 計算 書 は 明らか に 異な る 。 た と えば USB イン ター ネッ ト ) の 開発 ・ 製 造 を 受 
を 作成 し 利益 管理 を 徹底 する 一 方 、 の 差し 込み 口 。 3 つ あ る 差し 込み 品 託す る 事業 で 、 開 発 か ら 製造 まで す 








国内 全品 検査 で 不良 品 を 世に 出さ な 
いよ うに する 工夫 を 凝ら し て きた 。 














を 1 つ な く せ ば 1 一 2 の 。 全 薄く で きる 
の は 明白 だ が 、「 ビ ジネス に USB の 






べ て 請け 負う こと も あれ ば 、 開 発 や 
製造 の 一 部 を 手伝う 場合 も ある 。 





最終 検査 は 長野 県 「 す で に 事業 柱 と 
安曇 野市 の 本 社 工場 し て 育っ て き て いる 。 
で 行っ て いる 。 国 内 ロボ ッ ト や loT の 受 











工場 で の フィ ニッ シ 










託 を 増やし 、 再 来年 


ュ に こだわ る の は 、 に は パソ コン と EMS 
「 コ スト だ け を 見 れ を 収益 比率 で 半々 に 
ば 海外 の ほう が 安く し た い 」 と 大 田 社 長 


で きる が 、 不 良品 の 






は 目 を 輝 か せ る 。 
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伝説 の 受験 参考 書 「 大 学 へ の 日 本 史 ] を 復刊 し た 「 い っ き に 一 」 の 2 冊 「 古 代 ・ 中 世 ・ 近 世 の 教 養 編 ] と [近代 ・ 現 代 の 


だ 。 企画 を 担当 し た 佐藤 優 氏 は 、「 こ の 2 冊 で 新書 100 冊 分 の 基礎 知識 が 身 に つく ] と 説く 。 
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走り 田 王 過 革 下 時 に 応 旧 杏 惨 弄 民 
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補 短 OOSk0 JAvS 3) つ ン 
SS? 渦 己 雇 衝 に NN 人 SNoaJ” 男 字 
演唱 表 和 hk@ に 握 倒 舞 Y6hQ3) ろう 
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ぐ パ ぐつ し 皇 革 つね ぐ 公 0 る レ 
3 りや 詩 時 志 G 認 の の 63%0 
46S 詞 思 会 宰 提 人 めじ W6 つ が 
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培 侍 け 2 守屋: 
二 Re せ 所 り 選 戻 JJAte 選 笑 ぐ 
到 営 呈 pKRI 記 志和 せ 英 
経 和 を 仁 完 戦 区 呈 親 つつ 5 
ーーcoe 呈 選 嘆 写 (ヨロ 躍 ) ぐ 翌 
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選 迷 販 誤 人 りり 選 称 肖 電 の や 6 
つく す で モニ ド くま る EK 





ーー の の 叶 ” 反 朗 せ 詞 G 菩 
突 財 避 竹 遇 つ " 思 吉 朱 ロ りく 社寺 補 
史 吉男 AKOo2S ロ つつ や? 

操 足 し せ ” 時 冒 会 置く ぐ 吐 祭 べ ロビ 
到 つ レ 「 墨 | ke 細 宗 " 寄 吾 
穀 中 ye ] 民 " 量 祭 べ せ 究 告ぐ ぐ 
「 笛 St」 お ho 較 RE 埋 (Oh6Yoht8 
吉 凡 ) 果 蝶 拉 寺 (内 箇 と を 区 し 6 範 
回 ) に 2m7 の 選 会 叶 相 欄 定 
S 杜 思 認 楽 G 寄 稚 し つめ? 置 少 べ せ 
慰 計 つつ レ | 選 W6A り 人 S 福 二 五 
抽 窒 つじ 室堂 9 慌 記 つ うつ お お? 





の の 選民 せ " 注 三 党 肖 vs し 諾 定 
( 得 室 上 ) 全く 総 宝 和 め 千 の 8 届 7 
りり 三 淫 叶 LS 鐘 率 公 ネー 
ー? 肖 明 吾 江 宮下 明 吐 油 軍配 
づつ" 完 三 堂 局 を 購 守 に で 超 詳 祥 2) 
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G 后 細 避 課 R 豆 り 衰 要 つ We“ 
球 会 Qoo 寺 GS 電電 六 伝 避 記 か 
YS 選 閑 wm 案 ト 攻 G 窒 う 
(oc 叶 ) 己 葵 定 つ 負 作 前 せ 
ー ら の 計り 思 補 六 時 演 中 
央 区 ら 簡 富 謀 ye My つり 揚 
選定 々 SG 滞り HAS 学 妥 王 守 誤 
つぶ 直 堂 * 男 個 隊 め 4H 還 し 症 裳 
や WES に 坦 は G 党 
地 握 りつ レ " 史 容 / 補 加 穫 (名 
吉 ) 定 鶴 ( 徐 守 忌 ) SS 湊 
鶴 ・ 潮 導 在 湿 く ぐ 宙 到 人 奄 年 つ 4 
ー ら ー の 叶 " K 守 G 旦 し 才 EHNKYu 
党 U の や "AE 陣 球 油 三 WSRK に 
noa っ 7 球 球 付 問 Ko 明 人 Sm ジ 
実 財 殆 33SSEP 福 人 組 天 捉 交 足 
つ " sa G 選 守 滞 や 謙 ea) 下 到 
ロ SeD 細 年 く S き 緩和 科 人 Se 


〇 のど 克 玉 G 世 似 窒 


操 定 会 くり 悦 飲 B8 組 ぐ 戻 つり 
つ し 選 So の GS 会 釣 講 所 S 富 
し ゃ " 部 理 下 ふ 思 6 鶴 う 滅 迫り っ の 7 





品 
や 
や 

購 貼 
遇 
還 
ヨ 
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半 三 計り 0 2 く SE 人 RS 名 つ 会 療 
2 扇 つり つり 講和 を 直史 居民 避 争 0 
記入 守 公夫 り 尺 倒 稚 宮 ど 塞ぐ 
つと に 

m ジ 宅 党 介 B8G 間 写っ の” Se 本 
に SE ぷーSJell 到 代 さ KEY で エリ た 
くつ 篤 。 土 塵 の つじ S 釣 窟 ジ 
公 壮 半 つ ね SG せ em ジ 時 箇 祭 沢 G 過 
"ーーomo 時 ぐ 鍼 当 ぐ 信人 K 肖 半 衣 
im よき と el べつ: さ に と っ / 
。 梁 ご 叶 守 お 居 し 朋 gwKO) 
伝 税 人 SGS つつ? 

器 定 公 多 量り 詳 つ お 
渦 貿 うろ ン Q 会 衝 和 SQSfepy 
谷 つ ロー 名 寺 計 吐 側 定 p 
ho り や ^ 時 三 臣 党 押 くく 弄 艇 和民 
や 扶 や 塞 所 we 所 りゃ 





天領 一 一 ( 郡 代 ・ 代 官 ) 


40 万 石 
古代 ・ 中 世 ・ 近 世 IP297 


10 万 石 


ーー 朝廷 ・ 公 家 領 、 寺 社 領 











(出所 ) 「 い っ き ( 


総 Q け 8 ベス せ 借 訟 mh の 
介 時 回 約 計 GS 作 下 互 移 記 天堂 KG 
寺 代 全員 So 記 地 Koy の ぐっ) 
2 必 注 堂 韻 間 0 し る 妨 授 りゃ 

y つ し 絵 の ロ 7 約 富 人 り 会 会 KG 
租 閣 玉 (SH 寺 浴 E" 完 財 人 く S 租 紀 
器 半 2)) 例 る くく 仁 叶 
Xne 攻 じゃ "AVG 王 悪 革 半 家 営め 
環 弄 人 め つ や 7 


coo 時 G 来 一 衣 そ ヘン 詞 水 
た Mi く トーS 否 屯 
郭 各 せ 玉 中 G 押 科 直 本寺 朱 赴 
も つる ね? 型 寺 けり せ 詞 ※ 呈 束 X% 中 マ 
時 所 ロ せ 己 芝 疫 計時 恒 迷 浴 会 絹 堀 人 
民 性 振 昧 詞 NSRa0S 僅 り 
4 忌 レ スン リリ りり ST 

り 宗 で | 慌 S 款 田 の 攻守 名 定 
区 湯 る レ 22 民 幼 ・ 祭 率 ぐ 竹 
帳 夫 天 ぐ 球 リロ 福 須 n6 生 っ) 
くい 

鶴 避 久志 塵 窒 で 8 球 交 ・ 半 生 
与 軍 人生 ご の oo ご 計 壮 王 記 二 し 朋 め 
SKU 的 6 閣 凡 JJ で 辻 徹 尋 
INS も) 
S 叶 益 征 紹 G 美 鹿 宿 球 " つ 会 つ " 
地理 し お せ 逐 帳 結 形 天 窟 倒 玩 坦 ギコ つ ^ 


聞 思 9 軸 とせ 玉 Gu 
表 水 つつ 入 2 ぐつ 7 つ 会 つ ” 握 
迷 千 記 G 選 細 和 避 訟 り / 索 ど So の 
り 塞 議 震 届 居れ 6 記 ビス 06m" 
3 半 思 り 1 半 湯 三 K せ 選 に け 天 
握 ( 呈 応 財 つ し 内 民 家 人 SG) 
家中 提 民 過 せ の 生け ーー 回” 記 選 で 操 
KNEK せ 半 寺 US 約 時 きこ 6 つ 


)S 


に 





式 団 べ 守 敵 玉 填 せ 赴 演唱 窯 際 つ N 
8 

JS 守 " 提 営 沿 持 窒 守 つや 司 本 
販 村 G 事 人 N 色 人 半 そり 細 党 ロ の 選 
鞭 拒 mBSO PH6 二 | 


癌 店 己 硫 粗 羽 絹 早 


W 志 出 G 選 末 凌 (ヨロ 可 ) せ ^ 
王 美 宇 世 つ し 統計 束 宗 
嘆 衝 し 自 ポ つ ^ 吉沢 守 の 突 記 つじ 鐵 
謀 S 臣 計り 守 寺 つつ る 

寺 碁 S 姓 用 陸 ( 型 球 壮 選 ) や 
の" 且 到 江 総 MNO ら 表 吾 つ し 由 編 
6 現 聞 mo の 中潮 活 し 管 表 " 悪 今 
泉 ぐ 琶 己 ′ 涯 裳 AG 坦 証 RN や 写 商 党 
選 図 6 つづ つ 4? 

加 全 の 地 足 避 携 ( 豆 下 )* 
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二 寺 半 ( 呈 束 難 ) 接写 半 ( 填 玉 難 ) 
4J 余 失 営 習得 窒 球 半 表 営 S 宝 
音 称 謙 0 レ 2 つや で" 

失 営 持 守 丈 つ お 開 G ポ ホン ゼ ^ 
要 宝 呈 守 陸 宣 さと” 応 補 表 時 察 S 問 
べく (中 玩 " 完 携 ( 崇 弄 難 )) 
計 絆 閑 昌幸 ぐ 球 似 ( 手 堂 半 ′ 守 現 
開 ) MEO 人 人 可 還 時 3 | 
器 り WM お っ ) る 6 

江 定 S ぐ エロ の 記 ※ 穫 S 県 ピロ 
人 Sh 軍人 色 人 SS6 つや? 呈 三 ペ 没 半 
四 記 公 和 獄 つ 入 生還 還 層 款 品 ( 郭 迷 
法 ) を 周二 処 忠 三 守 人 れ G 超 諾 ” 葵 江 
宗 べ 人 天明 つ お 容 更 肝 営 芝 証 計 ぐ 
EEueee2 シ 2 マト 

めし N 箇 <G 生 ぐ 窟 W 旧 民 旨 つる 
嘱 至 競 せ " ーoo マ 時 S 花 記 S 稚 


Moe 7) や で 


( 誤 寺 記 S 代 ) し 記 選 所 ソン 祭 


暗 球 き 補 し 血 翌 り 記 ei 人 一 の 
oo 誌 中江 4 色 控 補 の リ 漠 
で けり 4 ご 往 編隊 S 宮 0 会 | 反語 
列 つ Np" 

り 嘩 雪 つ し" 衣 良 つ 信 当 時 洛 
半 三 人 交 り ど で で 暫時 叶 三 弄 
壇 " 究 国選 挫 明 人 に 2 福 民 
起 拉 SG 泉 喝 舞 22yCJ つつ 7 つ 会 
つ 悪 詳 ′ 下記 り 補 選 合い S 引 拉 
旬 良 人 所 * ひ 忌 ^ 歓 貴 せ 肖 柚 宮 全 う 
Je 

宝 : 望 系 せ 求 よ 世 S 窒 っ 式 表 
叶 S^ 操 定 ・ 刀 三 選 坂 叶 末 ・ 起 
祭 ′ 拍 泊 ・ 世 圭 作 回 や キ うり 評 
< 二 紀 S 和 協議 ONNA KAJ て 午 
さこ KG 民 言 所 人 め 人 S ン A9 家 半 「 つ レ 
操 定 表記 回) る 必 鹿 朋 答 営 守 2 公 ※ 
で 皇 水神 じ つつ 














人 
呈 
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導 料 さ 
此 | | 
| 出 
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ー 嘩 諾 | 四 
世 臨 寺 寺 
任 剖 明 | 科 
に 欄 お 昌 
補 [ 団 
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ー 近代 ・ 現 代 ]P85 





(出所 ) 「 い っ き ( 





昌和 
2 か 征 定 会 居民 ・ 亡 共 頻 り 束 党 
下 ( 球 二 SI1( 禄 ぐ ミー 人 私) 入 吾 ww" 
「 守 お 吉 呈 二 つ 」 SG 振舞 居 じ 問 園 
更 培 信 / 居 物 恒 の 洋 避 り 把 窒 つ お 
公共 S 鹿 れこ しゃ" 室 湯 SN 
a 親 補 S1 林 十 室 せ 記 震 営 定 S 世 
夜 計る 間 時々 ^ つ coco 時 は 11 款 

4J11 共 加 居 更衣 壮 ” 迷 衣 6 誤 
守 ・ 崇 恨 否 正章 コレ 性 堂 ・ 宣 
季 守 全 QG 慰 り 守 夫 つつ や? 

1 SS1 招 ミー 人 宮守 泥 守 宗 " 
到 容 結 ペ 設 生 の に の 時 りー ド 志 
Kg 脱 つね ら 公 宏 W% ら しゃ" ーoo 
ce 中 り 1 拒 守 5 ロ 涯 細 KOJ” 事 
ー の oe 直ぐ 民 組 所 中 の に に 中 
S 罰 怪 宅 守り 党 足守 ぐ 中 中 ・ 吾 閣 ぐ 
禄 型 和 宮 所 つ KS 室 間 和 や 雪 所 Y6 
ゃ "MG 宝 111 革 KGS 恩 近 KK 鹿 45 
志 避 削 党 つい 窒 寄 志 講 1 的 4 記 史 詳 
半 " コ ooooe 時 8 球 皿 銘 手 4K 記 ) 
を 寺 つ し 己 作 只 守 4K 記 くつ 編 連作 や 
や 


1 
計 べ 令 守 だ 間 財 ま 岩 演 定 S 剛 
や おい 9 居 舞 りつ し 法 や 慰 つ ね 
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綺 弥太 郎 は 土佐 
の 際 、 土 佐 義 の 上 上 
船 を ほぼ 無償 で 億 
り 愛 け 、 海 連 業 で 


の 出身 。 廃 藩 軒 
地位 を 確立 し た 


岩 


双 り mooooo 叶 写る 只 7 世 
導 6 環 思 ・ 提 裳 科 据 遍 つ NT 事 
雷 半 ぐ 筐 定 S 下 室 革 うに お りら " 選 
いこ jam どく 9 た た くい と こく 
mooc 叶 り 11 細 己 守 うに お で 
や 叫 裕 理 震 計 せ 究 滞り お 鶴 明 何 鶴 
% 病 電 ・ 球 直せ 111 無 琶 口 肖 只 瞳 夫 
ーー 
8 ヨ S 宮 2 に お せ ー っ oe 中” 表 
NENSKGEEN で SS 一 ENP aFS 導 三 ! 
囚 羽 刺 潤 ロ 8 お 衝 叶 忠 ぐ 箇 守 肛 
栄 了 報せ ー っ ooe 吐 11 村 </ つ ン 
所 昧 羽 戸 韻 @ 鞭 守 選 ぐ 111 憧 選 連 
の ーooooo 時 り 嘱 梁 守 人 本 S 環 
田 り De6 和 や" 
JP 癖 本村 り 表記 のり 宅 和 8 
Sm 上 競 選 れ 生 全 SG 家 
せつ の の で 時 注 窟 幼 陰 称 回 つ レ 
宜 敬 り 肪 SnkeenDS で 由 扶 し 
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つ ? AVG 問 回 せ 〇 ] 選 り 6 下 
窒 呈 で 人 絆 慌 記 6 写 三 ′ 曲 昧 " 有 
過 電 思 - 埋 守 SS 中 思 史 療 帳 旧 
深 逢 " ② 1 選 ミー ト か も S 記 世 史 
剛 G 選 講和 き 守 で りつ 
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つの ご 時 定 け XK0A)” 本 一 ホー 
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G 宰 電 衣 壮 生 M9 ら の 臣 此 1 閑 膨 
IE で 人 IE マー に いこ 
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味 pt の むち SN マン 夫 に 5S 癌 
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電 0 丸 筆 較 会 呈 手 の 側 鶴 や ot 
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し 営 訪 列 守 届 つじ る や 突 完 全 
べべ" 忠 必 約 鶴 り 濾 軒下 し つや? エ 
骨 禄 叶 S に 因 の 6 完 提 うし スポ つ 
8 ぴり 公選 利 人 会 ぐ 「 民 


定 ] 「 中 蟹 | 昧 Sko 英 央 ] ph 







































































タン etnBSS6e か コソ" 還 半 束 倒 扇 ン 写 応 。 維 究 く のり 詳 公 宗 で 

補 守ら GS レタ ン ぐ bm St 
K 究 せ 中 鴨 は つ 
和 し 時 察 や つ ” 呈 性 せ 
避 守 に WIN よ ユ ウ 
|8| | 還 陣 回 | | る 月 AJ 人 SO 貴 友 

『 還 | 屋 屋 屋 生 | 司 | 敵 開 | lg 
三 kkWISIco こ WP 
HH 較 | 問 還 か 
細 | 加 箇条 | | 条 @| | 和伸 | 滞 Ne 客 旧 計 
ma 伴 財 必 民 還 必 居 |3 さ ※" 測 劇 ぐ 主 ら せ 
E| | 回 | | 朋 際 | |K EE 計 還 % つ ン / 鐘 前 
四 還 回 町 国 還 EF 還 内 EMI 生還 に 補 占 0 員 二 
三 | 岬 烏 賠 | 車 団 | EIJI ” 球 し せ mー ロ か くら 
| | 半 了 AI 
bdEE 詳 回 品 | を uu 
交 還 上 届 国 国有 | けつ ペ oo 
刷毛 己 固 全 慎 間 還 放 則 志和 。 |u NG 二 迷 ・ 選 守 の 
04LJC NML TEEHUEIEHUIKJLMHHHII R せ 三 国 村 層 牌 更 
周 | き | 半 呈 | no 欠く の きっ が つ 
| 愉 ,。 
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寺 ※ の 呈 球 補 0 人 后 一 ロ 
か 民 障 せ nopoSG” 導 ロ ト X ホ 
ボ 手 王 W 束 WWG 送 守 外 会 く ゴ 
生 選 6 つ お ね 9 コー の ーm 時 38 朗 N 
To かく 型 全 で 皇 弄 くり 涯 物 つ "ーー の 
oc 中 吾 据 選 財 くり 風 客 つ h6p* 


企 諾 細 公 曲 問 選評 玩 

つ 公 つや 究 会 塗 近 Ke” 失 主 定 
座 G 貴 芝 *DW で 全 三 。 ] 崇 つ し 究 
選 机 公 束 eee ocaeo 計 旧 
せ 案 衣 べ で 態 完 ロコ ご 朋 江 可 音 会 ー 
の に 時 ロ せ 装 べ 中 S 求 他 全 愉 
吉 員 須 室 出 り 選 。 呈 導 紀 活 靖 敵 
衣 や つじ 206 つ 5 

87 玉 蜜 王 ど つの ーー に 時 式 栄 ぐ 
に ーー ドー 還 に に で ビ に ペーー ト さと - さ ご 
問 窟 WW る おる 人 S 王 可 移 定 夫 せ 
届 器 に 洋 ぐ 宮 豆 会 己 ろ じ ろ ポ つ 
" トペ を て 年 ーK ウ せ ポ 腫 
ロ 3 手 王寺 弥 つ ” 国 継 内 己 守 
蝶 の や し 吾 天 記 答 塞 49 背 ツタ 
や やく 避 扱 つ ′ 呈 失 8 王 四 てく ぐ 各 人手 
主 会 舌 符 ARN し 監 款 東都 GS 
局 G 計 穫 GSRGR 台 拉 の 0 レ " 監 
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ヽノ 





映 民 程 必中 へ っ ) | 撃 ら せ 層 論 
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世界 を つね に 





昌 


[ 識 し た 見 方 が 必要 だ 。 


ー 閉 
こ 滞 、 


ー 全 

一 会 

一 全 
) ) 


局 


歴史 で あり 、 世 界 史 を つね ! 
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おら 3 過 綱 叶 所 提 補 織 民 GS 避 " 率 
り nHH 訂 枯 商 お せ 6 閉店 注 
鶴 殆 公 足 S レ 0T 3 

8 家 寺下 半 5 つる せつ? 貴 





260 定 演 の SO (に S)* 

MT つや 宙 0 休 人 SKG の 8 る 避 惑 六 
会 坦 く つ " 呈 攻 G 営 得 ・ 員 導 ・ 選 補 
り ポ WS 選 肝 dee PJ7 対 
ュ JR 午 HRHE は anS 六 可 ・ 補 員 
GS 下り せ ^ 悪 で や 表 填 抽 
窒 ぐ 畔 中 を 填 電 玉 会 世 り 測 選 
所 二 つじ MG 県 編 ひ 表 宗 





1 PRK-MSTn ロ 記 六 り 王 
団 mー ロ KSySS 周 定 ・ 収 
塵 xtRmRnoaJ 記 符 っ oNCG 設 郵 科 


癌 るり の 宋代 会 KT ( 男 由 窒 ) 





窒 引 室 ぐ 人 りお せ ^ 密会 定 補 
齋 吉 人 SG のり 全 じ anG 篤 / 呈 手 S 営 
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TNIVYNNH 較 


INKH 阿 


YANIh ハ て 財 賠 








藤 副 ロー 性 回 





所 宋 内 民 悪 綱 
信和 導 





間 デ の 7 七 環 究 ぐ 人 だり 認 只 つ 
し る x9)* 

ーo の で 叶 補 宏 斗 会 ぐつ の の ご 時 
漏 半 和仁 較 相 縮 @ 並 記せ mW の いり 層 
"内 吾 ・※ 要 密 記 の 貯 曜 " 肖 ・ 
に SE に に とこ コ 
S 投 34p 電 で 漠 で 9 セン ロビ 公 ho 
生 5 

持 昧 稚 公 を で OS 測 鞭 和民 
つや で 笑 証 の つ コリ 交 科 要 せ で 党 
索 (⑤ マ の 時 ) ) 室 混 商 案 (ご oo 











e の 叶 ) 称 弥 写し る hG" 

ご 涯 桂 せ " 無 六 如 各 ろう の 由 守 
倒 宇 天 つ ^ 忠和 密 WSe りう 選 男 余生 
HHS 思 松 め 入る 除 党 お 公表 束 
所 乱 塞 め 還 人 SO お 信 り 提 り つや 衝 征 
7 8 や 8 守 守 渦 府 8" 求 凌 天門 家 攻 
邊 維 租 較 倒 音 款 く 半 所 つい 受 由 下層 
記し ろ ne 毅 tomG 親 凡 ロビ つ 尺 窒 
や 谷 。 過 代 幼生 り ロジ Se 王 表 衣 
選 和 き 守 め 税 SPS に し 届 型 門 を 
宇和 裕 麹 鶴 つじ 民 款 S 選 や 員 削 光 











つろ で 届 民 部 守り NT ( 叫 衝 の 
層 室 全 S 吾 鶴 揚 紹 つ し 号 N 層 
壮 愉 所 つ ” 則 落 めじ W る ) 
つ ” 据 喉 J ぐ 会 会 い 避 ve 
9 0 編 マツ 


EEIMCNETN こ SYO 
せ ー モ ハー 

で 織 要 6 青 況 り 還 先 押上 
いろ し の 栄 朱 宮 ろ し ス ょ G" 還 油 三 
定 凌 合 り 選 が も 圭 く レ 和 WW お 8 多 7 


(mー ロ トト く 拓 そう 紀 私 結 
谷 じ 2keG 旧 表 つ し レ ” 青 洗 SG 幅 朱 せ 
豆 つ 四宮 S 唱 つり 邊 騰 人 MI つ レ 
っ 2ne2 の Ga っ JCS PA お ) の つ 7 
MS 和 境 定 Ne" 

6 和 h ( 演 還 洗 称 朋 涯 り 写 移 の) 
中 4 で 0 ソ 表 演 抹 自己 人 8 くし 6 失政 
公洋 窟 W 忌 じ つ *er) JAJOS 絹 宗 
慌 水 ・ 映 加 作 G 家 四 人 K る 人 っ 必 「 ト 
僚 ト 0] 2 必 明 事 を 鶴 記 S ベ 
壁 還 球 ※ 男 ′ 窒 沈 ぐ 区 室 思 民生 凌 
3 ト 代 ト く 測 昌 称 葉 oeke6S84 ぐ で 
公明 注 G モ ジ っ 27 ( 斉 四 語 年 を 
宮 議 生 S 呈 類 さ の 人 る に 公 トロ 
葛 モ K9 還 鍛 守 起 の 宮寺 ロ きぐ レス 
RG〉 4 つづ” 幅 羽 逢 り GS 選 4G 還 
EE ざら JnY FEWLSAC で 3MLevk2 
0 守り 人 N 引 要 せ 避雷 つろ nG? 

めで りり ( ト 公 ト 條 赴 毅 完 の 向 
An0 り 2460 レレ ト ト ロ 484nG 
婁 3G 明 想 窟 弄 を ツ G 晃 本 倒 洋 窟 
信じ つが 余り 4)) っ の 己 所 つろ 
ne 会 QJMM (| 固 握 療 虹 天 写 
穫 ADKG 中 JAJaAJ っ の け 7 AS 写 K 在 
SS 旨 量 ぐ 選 家 S 球 写生 税 人 SG 
ろ k9) っ り 窒 室生 hG 

半 携 せ ^ 財 油 り 時 洗 せ 昌 お KS 
も せ S ン ( 究 療 会 必 飛 守 叫 6 く 絢 絢 
つむ 出 羽 宗 混合 層 守 本 4K く 癌 弄 
つや 軸 民 9 較 守 9 りり 会 や 
ke) 移 く る r9? 所 時 SG 実 世 " 
MSA 人 SS 窟 民 は - く GA) うろ 愉 ) 
ュ J47 
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『 角 上 尾 K 職 
』 世 投 宮 @ 押 骨 





nn Noーー( 時 簿 ) 時 
oo( 肝 賞 p) 時 





ほる りか US 
『 情 選民 つ ハス ふ 可 避 
も QIRAK 里 尽 束 記 明 上 
語 い IIUDK コ 
『 財 半 大 沖 還 妖 


・ て の に c( 臣 屋 守 ) 時 
・ー の の 〇 す ( 困 屋 @) 時 
Fr ー の の て ( 皿 評 SS) 時 
Ssseseeeseesoeses の S⑥( 且 朗 如 時 











ーー の マー( 罰 尽 ら ) 時 
と HB 胡 記 課 …ー…m… この co (本 民 ) 時 


RSDB3HSTCTTKEHHHGDEOYPTTID ー の の て ( 昭 足ら ) 慰 





と と 


ト [ ス 


ee の (KK 円) 時 





リ レ カ ンー 


和紙 一 世 境 力 病 無間 ドー の こさ ( 胡 由 ら ) 時 


と キネ (| 


j 還 護 回 護 量 胃 …ーーーー ド mm ドーー の の すさ ( 政 提 ) 時 
『 中 過 扶 商 加 扶 … 

『K 層 公団 内 志 貞 
し 。 | (こう) 


『 刻 英昭 ・ 田 具 村 HGK 呈 4P ・oo に ( 抽 信 の ) 尋 
『 所 田 記 G 要 … ・ ooo( 也 啓 に ) 時 


脱 亜 入 欧 の 時 代 


・ の の さ ( 想 渦 避 ) 時 


7 








・~ooo( 想 渦 S) 時 


ち 穫 1972 








いと う ・ が い 
1853 一 | 1868 





』※ 臣 明 牧 6HKOKG 童 下 ……… この さこ (HKOKG) 時 
『K 務 時 ご 志 G 瑞 ・ ・ーoe に (KKo) 財 
『 時 団 文革 4F … ・ーocuo( 必 啓 o) 妹 

















PP 
地 時 上 馬 16re 棚 計 G 癌 則 下 ーー に に ( 也 堅 に) 時 
1 ) 田 時 押圧 押出 … ・ー ト に (上 衣 ) 時 
志 感 三 H 上 Kre 則 G 癌 則 下 ・ー ト ーo( 骨 |R) 財 
k と 出 了 倫 GS4P … -ーo( 相 販 さ ) 時 
1G と 人 G 税 ( 田 雪 由 G 本 ) ・ ・ーoo て ( 箇 選 さ ) 時 
和 』 モ ユーR さ 弓 肖 量 失 紀 6 貫 也 人 …… oo( 朋 光 時 
能 11! SSR ーo の wo( 押 駆 品 ) 時 
福 


こっ ここ (DL 
と 征 四 褒 IIK に 堪 | im ーQ の ら ( 了 K 幅 ら ) 時 
P 性 憶 本 tttnmntnnnーmoQ( 了 K 幅 ら ) 入 


安土 桃山 時 代 


必 せ 9 千世 押入 
oy EN に さり の 
会 ン 県 じ ろう ン っ) 吉 千 つ を か うう” の 
人 OK-6 も ヘミ ーー ミート 
公園 短 Ke HN 逢 生 ネ ーK「K 
ふ 和 ト で まま かつ 」 し 立 量 和美 ShQ 呈 織 
郡 | 届 避 間 定 % ベ し 実 慌 選 腐 諸 つじ 
oO Ac 会 し じ 赴 記 し 鹿 
や しろ や 5 の っ り B 品 hG「 震 赴 弘 」 
各 息 窟 つ し っ ocnT SS っ の 証 竹 天 


補 衝 人 O 軍 つね て Se8 生 7 





和 半 風 G「 玖 任 ミ ー ミ 」 

ちの 2 心 ダ [財政 | [所 
時 RS」 入 缶 漠 い し 人 806 つ 
で 

回 移せ ” 図 潤す キー ベー 宮 震 味 じ 
HK 倒 吉 培 つ お 中 間 訣 選 時 の 
つ 。 の ooo 選 8 つ TAJhG 弄 短 で 
りり 所 雇 半 負 移 ぐつ の ご 叶 家 計 
SIN りゃ" 雇 IRー 計 代 注 せり い 
ト ヽ 性 Kー (キー ベー 泌 ) さろ 
信者 功 G 交 じ SM [9 びび MM で 
所 中 へ 刻 S「 枯 GS 時 旧 人 8 る 
し | 2 必 他 半 G 次 SN [で 
ら 補選 つや 7 亡 交 直人 守 団 
1 民 神 ^ 課 RU 詞 移 つ s" 

RF お 生生 篤志 抽 mhe 之 GS 叶 
し 芋 囲 全 ER 選 呈 手 は G 避 懲 で 
中 邊 り じゃ? 忠 足 SIRr お 渦 吾 剖 
ぐ So マ ゅ 時 己 霊 人 で せり” に 
ご ー 叶 ぐ K 電 会 人 せ 環 中 G 早 窓 6 レ 
親 記 で さ ン 己 2 じ ろ が 生 " 哲 写 短 と 
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GS 十 翌 宮守 10 SIRHS 倒 法 琴 め 
玉 り JspS。 語 AR 組 涯 中 串 
つれ 生 全 "no の 誠 JW 選 レス 6s" 
眼下 物 提 較 邊 KG 「 泊 上 民 | 8" 改 
媒 ・ 代 時 ・K 仙 民 KS 型 人 0Y6YO*6 
人 蓋 KUAERS で Pe つ お 旬 写 況 
導電 咽 表 迷 衣 泊 IRjhKe「 1 所 
11RG 霊 | 穴 洋 末 余 し る 6p” 
全 1RHS 宙 うつ し 状 守 めで SS 
所 さ 中 県 し ー コ の に の 叶 S ポ 店 過 
EE に つこ 1 に 1 
phOJ 謙 製 人 め 記 6 つ 4 お? 


OOG 葉 凶 遇 公 
民 ロ KC し っ 選 公 で 

証 必 尾 KW ン く 0 GS 握り 基 届 
She 下記 ※G で の ロ 更 宮 
し 06 

6 役 杏 款 [SS る 並 定 ] し 
ゃ "Te 当 宏 慌 逢 し せ 代 ンー 中 
へ 称 弄 nHTE 和 TS 湿 敬 し " 己 に 器 一 
部 幸代 寂 会 洒 つ *ep" 

※ ぐ 志 補 せ 「 と キャー 思 回 (G ペ ロ 
窒 Q) S 皮 記し ゃ " 福光 蛍 所 会 昭 
容 h9 短 ぐ 弄 己 ・ 王 表 只 決 (S や 
避 暫 党 ) G 他 補 し ” 潤 扶 補 一 時 半 
密 訟 宗 ( 志 認 営 揚 隷 ) Sp 

MG 光 G 玉 示せ 「 計 個 11R 展 記 
GS 此 |] し ちゃ" 了 R 弄 ・ 課 ・ 宮 認 作 ・ 
で 記 ・ 住 人 さ 0 容 演 ぐ 徐 N 色 守 
り 走 叶 NG 握り つや 倒 半 り 密 削 
SS 攻 総計 四 党 選 人 3 で や 絆 四 ・ 
癌 写 可 年 G 価 飲 共 会員 失 知り 妥 斑 





『 組 G 買 っ 
『 全 1G 両 簡 9K6 
『 内 彼 映 主 表 
『 天 糧 折 折 本 表 


mee oO( 寄 隊 ら ) 時 
ー マ の に (吉山) 時 
さらさ ( 垣 党 こ ) 財 


ー の mo す ( 了 筒 ド ) 時 





1334 一 


と RG 朋 吉 (|) ーーQF( 肖 と ) 時 
PKKG 避 ・ ーー (Ko) 時 
HIEREORRHRRERRRRHRRRRE ーo(IR 攻 Q) 時 






公武 二 元 支配 の 時 代 


と 時 所 個 細 夫 時 eee ーー の に (LIXe) 財 


11 世 紀 半 ば ー |1185 一 


ET HE 生 RE ーo の oo( ほ 司 の ) 慰 
ょ 陣 層 | IIHIG( 半 前 員 9 
ょ 了 人 … 
と HIK 妥 除 … 


… て ウェ ( 舞 Ll) 時 
の さ ( 通 時 @) 革 
… に の ゃ ( 紅 上 @) 時 





か ドミ 醒 臨 未 家人 … の tm の mietrtititiioit… に oo(HR 寺 閥 峠 時 


奈良 時 代 


時 押 民 稚 … 
| KM 和室 
PRK 間近 … 
』 上 丁 陸 り キレ ィ 将 組 は 46te 杏 | 
} そ 団 G お 円 り 譲 0 還 (時 了 ) 


て の ( 味 四 の ) 革 
に ら ー (時 時 
… ov(KR 





ヤマ ト 政 権 ( の ち に 朝廷 ) の 時 代 


大 和 時 代 


, 誕 恨 暴 (軍用 中 ^ 弟 映 ) G 四 明り 量 枯 上 四 G 右 弄 
』 朋 と ら 6 尼 水 り 較 く @G 民 公 Q 


弥生 時 代 
苑 前 5 世紀 7 


甘 訪 時 (1 た へ AR て へ か BU) 他 宅 
』 拘 語 I ロ 中 " 右 民間 環 " 材 雨中 G 表 


文字 の な い 時 代 
約 1 万 3 年 前 | 


副 計量 (APK" ト mA へ DU)G 拭 
は ES 


旧 石 器 時 代 縄文 時 代 


曽 也 G 揚 富 凶 お " 
咽 偽 攻 計 紅 必 で 荘 


で お で 叶 6m" 中 守 民 家 ( 記 営 寂 ) 
ー 細 写 衣 守り? 忠宏 G 腔 つら 
ご 中 せ 窟 囲 時 ジ ン SS^ や GS 吾 

っ 来 浅 会 naOe" 

過 者 せ 「 窒 り tkGRKF 乙 1 S 過 
| し ′ 層 十 補 ヨ ー ジ ビジ ヒ 王 記 窟 室 し 
や 較 を 名 案 肖 お / 突 柚 此 だり 深 下 
愉 二 天 会 塞 喋 ぐ 貴 村 用 し 千里 0 
NSKS 選 (mn 時) 式 半 "名 忠 
EauJ ラ た こぶ いこ さま ん 
4O46 つ 8 公 湊 吾 ぐ 洲 守る 心 十 翌 
守 型 G ビ も ] 提 S 護 当 R 衣 逆 つ レ 
2 つつ 7 つ 公 づつ / 足 を ポ 妥 祭 層 
も 措 還 3 小吉 つ " 匠 田 鹿 導 を 叶 民 失 
富 届 己 有 所 堂 の つい 二天 つじ > の で 
HBFWLSPY で に さこ PFStr7 

応 せ マー 栄 注 拉 民 一 時 
洗 窟 応 定 G 守 定 並 ど 泥 家 じ ゃ " 三 
を 8 ※ 記 軍 け no ト 公 ト ( 因 替 
軸 ) 羽 詩 航 つ MM 叶 介 天 ン っ の 
捉 べ 忘 舞 GS 1 下り 民主 筐 守り 還 
te り AU 用 や 6 つ ゃ 7「 望 恒 く 
世 ] し ゅ で? 政光 GS 叫 ・ 世 轄 で 
居 蟹 守 ロ 答 定 つ トト ホ へ ミー トド へ 
SE: よら こい ここ 4 二 に よ : さ ここ 
所 味 六 鶴 り せ 王 操 由 図り 扱 和 や kG 「1 
十 ] SS 下 税 きも 天 洋次 室 
0 叶 6 和 や AMS 選 " 思 守 SG ポ 計 油 家 
半 し ス 脱 つれ つつ 

つい 軍記 「 究 近 ] じゃ ? 選 貴 
ゴ 記 0 Ps の 68 所 維 GY66 
し ろ 邊 宗 居 表 寮 吉 還 AkeS 


も せき る やつ や 人 7 
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$⑭⑯ ぐ 膳 包 甘 其 帆 世 1J 心 総 WW じ っ 1G… 


YYowrinpa 証 pn の っ KIM に PS] 
了 ろ る っ) レス 46 や で 倒 7 下 つ 
愉 幅 慌 凡 生 WVSy2S 公 一 つの ご 中 
zoHEG JaJ” 記 財 を 語 時 し 弓 狗 会 狼 
NAOaJ48 玉 eS る ec ろ る を” 列 
^ ぐ SP ゃ "所 投 " 介 O し hG4) 
人 SeS しゃ 

soaQ 叫 衝 SG 下 征 せ の 646 
し ゃ "丸和 つ / 慌 康 ( 層 箇 ) S 堂 突 
人 所 で やら” 宜 門 族 S 眼 球 倒 9 
刀 ら つつ し "知生 お りり 生 証 そ レ 
過 つ うり る 心 全 証 し せ 志 選 6 和 や く " 
軸 慌 計 せ ろり っ J9 量 福 和 pe 着 定 し 
倒 。 寺 叶 さ ぐ つ ぐり 守 や 競 課 村人 
ご リリ ロー ト さ の 選 選 生 Ke で し 
ツリ 公 実 TS 結 

ぐ 王 王 ざ ロ 「 潤 人 虹 宇 せ で … 
EBIEYE そく た だり 人 トナ ゴル 1 
キー) 慌 0 員 避 全く KG 人生 の つ 江 4 
ST 人 TS 脆 慌 癌 定 和 は 3 せ 旨 票 会う 
Q 和 る ? 棄 つ る 呈 攻 慌 ト ー ミ と 寺 紀 
つや" 


9 


| 新 


N 


に こき 
EE 
記 3 
三 
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「 載 争 寺 暴 視 | せま か ユール へ ( 宜 
王冠 一) ぐり リュ J7「 ふ ペー ミズ 
ーー て | お" 思 琴 弓 癌 ぐ 亜 戦 江 ・ そ 科 
1 1 倒 震 仁 つや" 回 問 会 宇 錯 詩 り 
で we っ 1 さ に コ 
じゃ 公 SQ レベ か りつ ぷ ン > の ? 

「 ル ミ い ふい 首 科せ 羽 の つ レ ベ 
池 し で "「 括 所 枯 填 」 せつ の oo 
叶 S 押 Q 三 束 宅 中 モロ 弄 人 W め モ 
S 往 運 否 じゃ "「 醒 ゴ 選 世 明 疾 孤 
周 妹 思 せ ^ 守 評 虹 朋 G 慌 選 人 
や homN 民 昧 詩 ” 王 表 症 せ 補 お 
を し 捉 や し 思 り 会 和 ろり ろ 人 で 
苑 じ つぶ 「 紀 れ 屋 反 宮 | 8 ポキ 
油 窒 SG 許 塵 第 営 党 ち ゃ " 

選 控 り 窒 窟 じ ゃ "「 思 性 品 明 弧 ] 
「 芯 駒 瑞 「 据 咽 電 ド そ 給 G 涯 穫 
3 りつ しゃ で AN さり 揚 因 香合 
衝 「 王 写 守 会 器 人 議 つ ね Kー ミ ベール 
ー よ かー で ロー 会 の に の 計り 
装 寺 maEEG11 食 台 属 うし 己 二 起 ー 
演 DS ぐ 丸 | A 編 室 寄 SS" 総 
ーー に 之 加 撃 り 8「 裳 嗣 了 弧 | 公 
冶 村 つれ w" すら ロ 福 庄 購 つ KG 「 時 祝 
K 応 」 「 睦 m に 思 ] ーー の の 叶 S そ る 
実刑 玉 杏 り ak6 「 震 マーINT へ 
臣 村 雪 > の Sd 

りつ pmRKGaJ′ 密 下 應 補 )B3 
opG 波 婁 慌 問 定 季 G ペ TDSO レ 
2nG 闘 SS しゃ" 箇所 し 呈 肖 人 宗 
る eSP 多め | 座 一 
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日 本 人 は 
どこ か ら 来 た か 


攻守 世 せ My で で り 所 シン 
っ "の 三 和 つの SS る 
千 虹 8 前 0 ビス" 叶 翌 定 
漠 傘 せく 仙人 " 箇 劉 <" 三 留 N^ 
008 義 BMB 
天 梓 や つり の く ン 王 で KT 人 う 全 ろ 
公論 ha つ 生 7 届 選 補 つ し つ *yr? 


で っ の 衣 軒 全 べ 旧 所 守る 
ST 0 K っ りら り 0 1 


洋式 入り ろ 心 AU" 
問 つ " 固 R ] 性 ロ 欄 京 計 和 4 
等 叶 0 " 生生 GA ろう 心 り 
は ン る? 








人選 下記 人 る の 叶 中 移 王 密 /? E Km 玉 
公 必 伸 宰 宏 淫 定 <” 補 写 骨 だ 人 で 窟 
囲 杉 定 く " 導 
「 ロ ンマ ド 引 叶 加 計 
下 侍 ズ 瑞 必 幼 | 下り 
me 
幸田 竿 | 控 8 な っ き 反 請 語 
ーー っ N※ ャ スパ 肌 失 
| ニス 肥 和 地 nd 調 園 論 
才 公 玉 工 款 園 抽 
1 1 ジ 曲り で 穫 いら 
| まお 世 款 
頑 本 応 虹 央 
ニー つつ N ネ ド トド 唱 還 9 


占領 さ 


先例 が あっ 
中 国 に 支配 
説得 力 十分 。 


古代 
2 


た か も 。 一 時 的 
経済 発展 し た の か 


十 代 日 本 は 
“の よ 


が 、 
いら 


NHK ブ ックス 
1400 円 + 税 
日 本 は 戦後 アメ リカ 6 
され て いた ? 


天 半 朝 と 東 アジ ア 


れ た 。 





王 表 営 定 り 溢 EE 完 つ じ め ” 球 
別 っ 人 NN つう SQ 躍 避 叶 村人 
る "mtRG っ 2G せ mmNS2 の SG" 四 
SS うっ 2 や 次 夫 や KT 福 二 ろう や 福 
潮 束 四 公 選 四 凶 室 NO ロン タス 
4J 計 加 S 良 半 め つつ 7 史 り 定 キ 
ぐ 間 会 下 2 で WS や NTT 


写 混 記 康 守 中 IS 際 
柱 王 球 球 所 S 型 計 員 く 穫 7 AT つ 


きる うり 還 油 京 無 唱 板 し 人 半 る 





書 
貴 


「 招 ] Sa 
尿 骨 || 撫 臣 面 計 明 
8 前 画 や 
6 暴 芋 吊 性 
寺 の せ G' 還 
搬 耐 @ 判 
胃 G る ち 全 
加 二 相 
語 韻 了 他 じゃ 
三 表 や dQ 
甘 半 時 


ク 音 楽に も 造語 が 深 
2016.6.18 週刊 東洋 経済 


か た や ま ・ も り ひ で 介 1963 年 生ま れ 。 専 門 は 
政治 思想 史 だ が クラ シッ 
吉田 秀和 賞 、 サ ント リー 学芸 賞 を 受賞 。 





い 。 





ev リヤ ei 
洲本 4 評 介 ES 
や 倒 SAAoree 定 0 し っ の 

亡 葵 世 朗 シン S ゼ | 回 G 趣 W 庄 
全 ES さろ 0S 科 税 人 る じ 握 けり 演 科 
導い あ に さこ すこ に (4 


不足 。 幕府 は 武 土 や 
民衆 の パイ の 分 捕り 合戦 を 止 


め ら れ な い 。 か くし て 崩 壊 へ 。 


鎌倉 幕府 は 
な ぜ 誤 えた の か 


副題 こそ が 主題 。 国 は 生産 力 、 
と も ! 


富 





小学 館 文庫 
1000 円 + 税 


( 


| | 特集 


日 本 の 国 は 
と と の よう に し て 
で きた か 


古代 大 和 朝 鞍 
PT 


ちく ま 学 芸文 庫 
1300 円 十 税 

大 和 の 一 勢力 が 吉野 の 材木 
水軍 を 作り 瀬戸 内 海 を 平定 。 
王朝 を 立て 、 王 は 天皇 と 名 生 
る 。 右 学 が 杜 大 な 仮説 を 展開 。 


員 科 計 項 員 
「 訪 習 閉 本 叶 」 


ト ん ilheue の か 。 7 と っ な め ら て いた か | 





鎌倉 幕府 は 
( いか に し て 
誕生 し た か 


本 遇 
人 
1 
較 
講談 社 学術 文庫 
1300 円 二 税 


つい に 武家 の 世に 。 僧 の 慈 円 
は それ を 時 の 勢い と し て 認め 
る 。 で も 日 本 に は な お 不変 の 
も の が ある 。 天皇 の 存在 だ 。 


大 当選 
中 
「 半 喘 琴 」 


1 


琉球 の 時 代 


大 い を る 果 中隊 を 求 ら て 
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学び 直し 日 本 史 


本 作文 化 は 
どこ か ら 来 た か 


喘 提 団 田 何 
「 記 Sr] 





衣川 ソフ ィ ア 文庫 
743 円 + 税 


日 本 人 は 寄せ 集め 。 日 本 の 文 
化 や 文明 も 元 を 正 せ ば 多く が 
いた だ き 物 。 稲 作文 化 は 南島 
伝い ? ロマ ン あ ふれ る 仮説 


「 空 海 の 企 て 一 密教 
儀礼 と 国 の か た ち 一 

山 折 匠 雄 著 

衣川 選 害 1500 円 | 税 

奈良 か ら 平 安 へ 。 日 本 は 天皇 

中 心 の 中 央 集権 還 家 を 目指 し 

た 。 地震 も 火山 噴火 も 仏教 の 

力 で 鎮護 する 。 そ し て 永遠 の 

平安 を 目指 す 。 そ ん な 理想 像 

の 探求 者 と し て 空海 を 描く 。 





「 琉 球 の 時 代 一 大 いな 
る 歴史 像 を 求め て 一 
高良 倉吉 著 

ちく ま 学芸 文庫 1300 円 + 税 
琉球 の 言葉 は 方 言 に あら ず 。 
言語 学 は 本 土 の 日 本 語 と 対等 
な も う 1 つ の 日 本 語 と し て 扱 
う 。 本土 の 乱世 を 尻目 に 琉球 
王国 は 東南 アジ ア と まで 交易 
し た 。 も う 1 つ の 日 本 史 。 
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訓 代 の 日 本 人 は 
何 を 考え て いた か 


索 


唄 由 頭 叶 


「 一 末 政 計 着 ロー 詩 」 


1 


講談 社 学術 文庫 
1080 円 + 税 

日 本 人 の 根底 に は 太陽 信仰 な 
どの ほか 蛇 信 仰 が ある と 喝 息 。 
し め 縄 は 蛇 の 形態 模写 で 、 鏡 
は 蛇の目 。 日 本 列島 は 巡 の 島 。 





[武士 の 誕生 


関 幸彦 著 


講談 社 学術 文庫 1050 円 + 税 

注 園 警備 に 外国 勢力 の 駆逐 、 
斑 夷 へ の 領土 拡大 。 物 の 取り 
合い は 武力 の 優劣 に 左右 さ 
れ 、「 戦 闘 の プロ ] 武士 が 主 に 
東国 で 生ま れ 育 つ 。 彼 ら は 朝 
姓 の 言う こと を 聞か な く な る 。 


乱世 に 人 間 は 
どう 生き た か 


講談 社 選書 メチ エ 
1500 円 税 

乱世 が 長引き 、 争 い は 日 本 人 
の 習性 に 。 し か も 双方 が 正当 
性 を 主張 し 、 白 黒 が つけ に く 
い 。 残 る 手 は 喧嘩 両 成敗 の み 。 





別 則 太 陽 日 本 の と と ろ 143 
「 正 倉 院 の 世界 」 


北 啓太 監修 

平凡 社 2500 円 + 税 

奈良 の 都 に は イラ ン 人 も い 
た 。 東大 寺 の お 水 取 り は ゾロ 
アス ター 教 の 影響 ? まさ に 
グロ ー バ ル 。 正 倉 院 の 宝物 200 
点 が カラ ー 掲 載 。 ビ ジュ アル 
で 楽し む の が 理解 の 早道 。 





室町 基 府 は 
どん な 政権 
だ っ た か 


4 す 見 | 


唄 小 棚 差 外 


「 台 紅き 二 苗 佑 落 
の 油 叶 耳 針 四 瞳 表 


講談 社 選 守 メ チエ 
1500 円 + 税 
取れ る 物 を 取り 尽く せ ば 戦は 
終わ る 。 新 幕府 は 鎌倉 で は な 
く 京 の 地 で 将軍 権力 に 朝廷 を 
含 し て 日 本 を 統一 する 。 


| 青森 縄文 王国 」 


新潮 社 編 


新潮 社 1600 円 二 税 


青森 の 三 内 丸山 遺跡 は 約 
5500 一 4000 年 前 の 日 本 最大 
級 の 縄文 集落 跡 。1500 年 間 
も 「 文 明 ] が 継続 し 、 大 規模 建 
造物 を 作っ て 、 栗 を 栽培 し 交 
易 ま で し て いた 。 す ご すぎ ! 


日 本 人 は どん な 
建国 神話 を 
作り 上 げた の か 


H 


Pr 


日 


発 普 帳 六 寺 
「 司 貞 叶 」 


河出 害 房 新 社 
2000 円 二 税 


独立 を 回 復 し て 中 国 支配 の 記 
憶 を 抹消 すべ く 作ら れ た 「 建 
国 神話 ] が 「 古 事 記 | ? これ 
を 読ま ず に 日 本 は 語れ ぬ 。 


|「 殴 り 合う 貴族 た ち 
一 平安 朝 裏 源氏 物語 一 
藤田 信 一 著 

柏 害 房 2200 円 十 税 

[源氏 物語 」 の 描く 優雅 な 畠 
族 ・ 貴 族 像 は 絵空事 な の か 。 
私 権 を 追求 、 欲 望む き 出し 。 
殴る ・ 犯 す ・ 奪 う 。 平安京 は 
暴力 都市 。 ま る で 『 仁 義 な き 
戦い ] の 世界 。 如 る べき 日 常 


南北 彰 時 代 と は 
6 と ん な 時 代 
り だ っ た か 


昌 


喘 当落 田 避 


[一 引 還 ひと (て 古 本 
浴 油 聞書 


1 

吉川 弘文 館 
1700 円 | 税 
南北 朝 で 天皇 が 2 人 。 片 側 に 
つけ ば 、 乱 世に 乗じ 利益 を 狙 
う 者 の 大 義 名 分 は 立つ 。 忠臣 
面 し て や り た い 放 題 2 








2 2 頒 国 と は 何 か 


lm ココ 
回 避 | 


「 回 紀 (v 





岩波 現代 文庫 1200 円 + 税 


関ヶ原 の 勝ち 組 は 、 鎖 国 し て 
農業 中 心 の 幕 藩 体制 を 築く 。 
が 、 そ の 閉鎖 的 経済 を 支え た 
の は コメ だ け で は な い 。 銀 だ 。 


雑 新政 府 の 人 々 は 
西洋 で 
何 を 見 た の か 


欧 画 決 

中 筐 弄 送 迷 ※ 
記 導 語 十 喉 の 了 
「 呈 油 箇 回 下 洲 





8 男 
ey 
鹿 応 義塾 大 学 出版 会 

1 巻 1600 円 十 税 、 

2 一 5 巻 各 1800 円 十 税 、 

維 索 引 500 円 二 税 

西洋 を 急い で まね て 国 の 生き 
残り を 図る 。 そ こ で まず 本 物 
を 見 に 行く 。 そ の 大 記録 。 


浴 汗 莉 動 革 | 


湯 反 導 還 」 





晶 と 半 舞 政 昨 
一 昨 衣 S「 湘 画 」 一 


『 


講談 社 現代 新書 
740 円 + 税 

藩 同士 で い が み 合っ て いた 
人 々 が 明治 維新 で た ち ま ち 日 
本 人 な ら 皆 仲間 と 思え る は ず 
は な い 。 契 機 は や は り 戦 争 だ 。 


人 





文春 文庫 560 円 税 

戦争 特 軸 が 終わ る と 不況 に 。 
投資 続き で 図体 が で か く な っ 
た 経済 は た ち ま ち 先 行き 不 秀 
明 。 そこ に 大 地震 。 混迷 する 。 





し し 
作り 出し た ! 





唄 計 若 寺 沼 癌 
- 交 要 回 


「 
・ 距 回 了 ・ 凌 光 一 
詩 距 訳 田 ] 


に っ 


講談 社 学術 文庫 
1300 円 + 税 
外圧 に 抗 す る に は 国力 の 一 元 
化 が 必要 で 幕 蒲 体制 は 邪魔 で 
ある 。 天皇 中 心 の 中 央 集権 し 
か 選択 肢 は な いと 考え た 。 


「 関 ヶ 原 合戦 一 家康 の 
戦略 と 幕 藩 体制 一 
伴 谷 和 比 古 著 
講読 社 学術 文庫 920 円 + 税 
関ヶ原 は 豊臣 方 と 徳川 方 の 合 
戦 で は な い 。 中 央 集権 の 政治 
を 目指 す 石田 三成 派 と 領国 自 
治 に こだわ る 反 三 成 派 の 対決 
で 、 徳 川 家康 は 後者 の 中 心 人 
物 に すぎ な いと いう 見 立て 。 


> を 4 江戸 時 代 
久 計 の 膝 喝 だ っ た ! 





PL 

一 半 較 |IS 半 加 

・ 双 NN・N ロ ー 
対 税 淫 尊 | 





洋泉 社 
2900 円 二 税 
幕 落 体 制 は 内 か ら だ け で な く 
外 か ら も 間 か され る 。 交易 を 
求め ロシア が や っ て くる 。 外 
圧 が 国 の 形 を 変え て ゆく 。 


/ 後進 国 は どの よう に 


宮 を 作り | 













1 し た の か 


富岡 日 記 」 


和田 英 著 


ちく ま 文 庫 680 円 寺 税 

「 文 明 開化 | に は 元 手 が い る 。 
民間 の 資本 蓄積 を 待っ て いて 
は 遅い 。 官営 で 事業 を 始め 、 
技術 は 「 お 雇い 外国 人 」 に 習 
う 。 そ し て 生糸 の 輸出 で 稼ぐ 。 
著者 は 富岡 製 場 の 元 工 女 。 


3? 第 1 次 世界 い 





日 本 の 百年 5 

「 成 金 天 下 】 

今井 清 一 幼 著 

ちく ま 学 芸文 庫 1500 円 寺 税 


日 赴 戦 争 を 切り 抜け た も の の 
戦費 の 債務 に 押し 潰さ れ て 青 
息 吐息 の 日 本 経済 。 唐突 に 成 
長 に 転じ させ た の は 、 欧 州 の 
大 戦争 の 特 吉 だ っ た 。 資本 家 
も 労働 者 も 潤い まく る 。 





ざ > 






山川 出版 社 2800 円 + 税 

秀吉 の 出自 は 通説 の よう に 農 
民 で は な く 被 差別 民 ? 乱世 
に 蓄え られ た その 階級 の 力 を 
結集 し て 天下 を 取っ た の か 。 





後進 国 は 
どの よう に 近代 
号 法 を 急造 し た か 


員 准 涯 半 半 
Et 


「 一 相似 SI 1 男 民 
VNt 状 還 普 選 一 


河 出 房 新 社 
2400 円 + 税 


「 文 明 国 ] と 西洋 列強 か ら 認め 
られ る に は 憲法 が 必要 。 慌 て 
て まね て 作る 。 オ スマ ン も 同 
じ 。 比 べ る と 見 えて くる 。 


0d 
どん な 矛 
江 CK の 


に に] 


・ 圏 叶 潜 町 


デー. 訪 さ 交 中 
中 鹿 語 汗 
「 一 24YNN 


筑摩 選 天 
1700 円 税 
「 富 国 ] を 即座 に 達成 せ ね ば 
「 帝 国 主義 ] 下 の 世界 で は 減 び 
る の み 。「 矛 盾 ] に は 目 を つぶ 
る 。 後進 国 の 無情 な 流儀 。 


ざ S 王 抽 青 耐 和 一 


着 四 


273 


時 
里 信 
者 長 





ちく ま 新 害 800 円 + 税 

信長 は 革新 的 破壊 者 で は な か 
っ た ? 幕府 や 朝 盾 を も り 立 
て 、 旧 秩序 の 維持 を 図る 姿 を 
描く 。 実 は 保守 政治 家 な の か 。 


4_】 災害 は 歴史 を 動か 


[複合 大 噴火 


上 前 淳一 郎 著 


文春 文庫 590 円 二 税 
1780 年 前 後 か ら 異常 気象 が 
続き 、1783 年 に は 岩木 山 と 
浅間 山 が 大 噴火 。 凶作 と 負 
健 。 生産 力 と 人 口 の バラ ンス 
が 崩れ 農業 中 心 の 幕 藩 体制 が 
壊れ だ す 。 


明治 人 は 
どん な 迷い を 
抱え て いた か 


< 


発 1 洞 必 き 蘭 
喘 漠 貼 芋 


「 叶 理 華 詳 と 玩 川 」 


ーーーー 一 宅 
光文社 古典 
新訳 文庫 
1040 円 寺 税 
西洋 を まね て 「 文 明 開化 ] す れ 
ば それ で いい の か 。 日 本 ・ ア 
ジア ・ 東 洋 の 独自 性 は どう な 
る ? 今 に 至 る 迷い の 原点 。 


アジ ア の 貧乏 国 が 
ば ( な ぜ ロ シア と 
戦争 で きた の か 


遇 寺 ] 


提 人 


1 


< 
唱団 潜 下 踊 


「 一 は ー サ ツユ 米 更 
代用 人 苦 避 一 と 舞 S 
信吾 服 , 普 畠 計 」 


新潮 選書 
1700 円 税 
維新 か ら 36 年 で 西洋 の 大 国 
相手 に 存亡 を か けた 大 戦争 。 
無理 筋 だ 。 国 力 不足 。 カ ネ は ま 
る で 足り な い 。 借 り まく る 。 


2016.6.18 週刊 東洋 経済 68 


| | 特集 学び 直し 日 本 史 


世界 大 恐慌 を 
6 いか に 急 り 抜け よう 
と し た の か 


日 本 に 戦争 を せ ず 
生き 残る 道 が 


9 が あっ た だ ろう か 


葉 失 測 門 
「 精 明 恒 三 交 生 」 





の 

岩 流 文 庫 840 円 + 税 
ブロ ッ ク 経 還 を 作ろ うと す 
る と 摩擦 が 起き る 。 戦 争 リス 
ク が 高まる 。 国 際 協 調 が 無難 。 
江山 は そう 思っ て いた が 





6S8Kow。。。 て 





この 先 、 日 本 は 
大 丈夫 な の か 





小学 館 文庫 各 571 円 + 税 
1973 年 の ベス ト セ ラー 小説 。 
2011 年 以降 の この 国 と さま 
ざま な 点 で 不思議 と 重なる 。 
末 来 を 考え る た め の 題 材 。 
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最 才 





「 原 爆 供養 塔 一 忘れ ら 
れ た 遺 朋 の 70 年 一 

場 川 字 著 

文革 春秋 1750 円 + 税 


第 2 次 大 戦は 日 本 の 敗北 で 終 
わっ た 。 負け 方 が ひど い 。 玉 
砕 に 特攻 に 空襲 。 最 後 は 原爆 
を 使わ れる 。 被 爆 直後 の 広島 
で 集め られ た 遺骨 の 戦後 史 。 
つら しい 物語 。 洗 然 と する の み 。 


「 高 度 成長 一 日 本 を 変 
えた 六 〇 OO 日 一 』 

吉川 洋 著 

中 公文 庫 800 円 + 税 

朝鮮 戦争 の 特電 一 耐久 消費 財 
の 内 需 の 高まり 一 製造 業 の 活 
況 一 雇用 増 賃 金 増 一 農村 か 
ら 都市 へ 人 口 移 動 一 世帯 数 増 
ー 内 需 の 一 段 の 高まり …。 好 
循環 が 高度 成長 を 生ん だ 。 


の 


ポピュリズム と 
結び 付い て し まう の か 


H 


EE] 





帆 加 詩 昨 
「 一 民 忠 泌 


に | に 32 
載 里 (v 膜 洒 


新潮 選書 

1400 円 + 税 

大 衆 の 世論 (せろ ん ) が 知識 人 
の 奥 論 (よろ ん ) を 押し の け 世 
論 ( よ ろ ん ) と 名 乗る 。 言葉 の 
混乱 が 世 の 混乱 を 生む 。 
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現代 日本 の 政治 は な ぜ 


「 最 終戦 争論 


石原 飲 爾 著 


中 公文 庫 BIBLIO20 世 紀 

552 円 税 

大 戦後 は 米国 主導 の グロ ー バ 
ル 経 済 、 と 思っ た ら 大 恐慌 で 
頓挫 。 石 原 は 満州 事変 を 起こ 
す 。 日 満 ブ ロッ ク 経 済 で 日 本 
は 生き 残れ る は ず 。 が 、 こ の 
構想 が 対 米 戦争 を も た ら す 。 


日 米 開戦 に まっ と うな 
意思 決定 は 
存在 し た の か 


日 


距 叫 亜 己 基 


「 詞 S 「Sr」 
幅 汗 泊 亜 」 


新潮 選 害 1400 円 二 税 

東南 アジ ア ま で 行け ば 石油 は 
ある 。 し か し そこ を 取る に は 
米 英 と の 開戦 は 不可 店 。 だ が 
勝て る か 。 そ の と き 天 皇 は 2 


どう し て も 強く な り た いと 
いう 戦後 本 の リー ダー 
は 何 を 考え て いた か 


単 議 提 ※ 溢 田 叶 
「 装 弄 S 謗 紀 当 吾 」 





東洋 経済 新報 社 

3600 円 + 税 

戦後 不況 に 関東 大 震 災 、 さ ら 
に は 世界 大 超 慌 。 日 本 は イン 
フレ 誘導 ・ 金 融 緩和 で 立ち 向 
か っ た 。86 年 前 の 金融 危機 


石油 の な い 国 に 戦争 や 


の 区 民 が で きる は ず 
も な い の に … 


嗣 舞 選 中 


| きき SrtuS 時 OK 


画 活 田 震 汗 半 導 
庶 好 寺 側 半 ] 





文春 新書 

820 円 + 税 
動力 源 は 石油 の 時 代 へ 。 ブ ロ 
ッ ク 経 済 圏 を 作る な ら そ の 中 
に 産油 地帯 が 必要 。 満 州 に 油 
田 な し 。 構 想 は 破綻 し て ゆく 。 


約 く て も 生き 残れ れ ば いい 
と いう 戦後 日本 の リー ダー 
は 何 を 考え て いた か 












人 まま 
久 上 正 相 
旭 発 吉 
証 著 田 
言 茂 
上 - 
に ド 中 公 ク ラシック ス 
中 公文 庫 1200 幅 + 税 1450 円 + 税 
吉田 は 外交 定 。 岸 は 商工 官 便 。 。 「 満 は 日 本 の 生命 線 」。 が 、 
吉田 が 天 先 三 二 の 綱 流 りな ら 敗戦 。 な ら 次 の 生命 線 は 米国 


岸 は 実力 勝負 。 米国 に 子供 扱 
いさ れ た く な い 。 そ の 一 念 。 
4 や っ て 経済 成長 を 

続け よう と し た の か 

本 議 認 寺 言 

岡 


カウ 放 会 


朝日 選書 
1900 円 + 税 
経済 成長 は エネ ルギー あっ て 
こそ 。 が 、 石 油 獲得 に し くじ 
っ た 先 の 戦争 の 載 は 踏め な い 。 
か く て 原子 力 に 呪縛 され る 。 


資源 小国 "は どう 





晶 導 


「 一 避 吾 きき 直ら ボ ー 
芋 S 二 届 沼 将 味 」 


防衛 を 任せ 、 浮 いた 軍事 費 で 
復興 。 吉 田 の リア リズ ム ! 





ざら 近代 化 は 電化 だ ! 
ン DE 
抑 ま 
曲 ・ か 
記 松 以 
著 永 3 
安 
N 有 を 「 
に こ ー 再 電 
pr カ 
東洋 経済 新報 社 | 
2500 円 税 ー の 


第 1 次 大 戦 特 穫 が 電気 を 使う 
化学 工業 を 発達 させ た 。 大 展 
炎 後 の 市 民生 活 も 電化 の 時 代 
へ 。 そ し て 電力 の 鬼 を 生ん だ 。 
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国民 の 思想 統制 は 
どの よう に 
行わ れん た の か 


EE 
帳 汗 け 還 器 叶 
「 層 内 弄 藻 」 


岩 濾 新 書 800 円 + 税 
国力 の 総動員 を 図る に は 国民 
の 思想 統一 も 不可 欠 。 思想 敬 
察 の 出番 だ 。 ナ チ ス の 秘密 敬 
察 ゲ シュ タ ボ と の 比較 も 。 


平和 憲法 は いか な る 
世界 史 的 背景 を 
持っ て いた か 


意 法 9 条 の 
思想 水脈 


旧作 


唱 | 中 剛 己 
「 宮 沈 強引 
S 沿 の 端 」 


朝日 選 害 1300 円 税 

第 1 次 大 戦 の 惨劇 が 戦争 中 法 
化 の 流れ を 生む 。 そ し て 次 の 
大 戦 の 結果 、 日 本 に 新 憲法 が 。 
それ は 世界 史 の 理 に か な う 。 


| 苦 海 浄土 

ー わ が 水俣 病 一 ] 
石 牟 礼 道子 著 
講談 社 文庫 690 円 二 税 
明治 の 殖産 刀 業 以上 に 戦後 の 
高度 成長 は 乱暴 だ っ た 。 生命 
に 配慮 し て は コス ト ダ ウン が 
で き な い 。 成長 を 政 魔 する 者 
は 無視 する に 限る 。 戦後 ン 栄 
史 は 公害 惨 宰 史 で も ある 。 





選 二 KG 座 つ ろう ちゃ? 
陸 ズ 補 せく で きり 人 尽 つ し っ 1 
0 に だ で eSES/ い コリ と に 
の" 婁 3G 当 区 り 洋 組 ぐ べ き 和 人 
選 H6s" 

JAN8 問 三 人 辻 会 弄 還 作 史家 衣 
つや 慰 S 算 歌 堂 全 Se で 
G 演 補 む ちせ て 揚 1G 選 会 
悪 三 拉 是 裳 壮 し 6Ng の 率 ” 操 で 
もそ レン 8 の る 5 phQAUGE 究 多 福 二 
S 映 尿 公 会 婁 民 6 世 の y 
S 反 補 下 本 ら 皇 拉 時 ぬ 明 KeJ” 疫 
ゴゴ S で 玩 半 や 守 思 伝 TRAP 
や? 

つじ 周 衛 ′ 計 編 SG 23 宇 講 
SA けり 量 柚 0 じ レ 各層 つ し 慰 
レン 0 る 7 AS 王 定 り 中 し うろ 
Etc た に さこ 19 た じい 吉 が Fr く 7 で 
会 JJ” 思 慌 せ の m 移 we 公 王 し うろ が 生 
会 の つ 加 会 半 時 鶴 ろ め で ) 
野寺 会 十 いじ しろ や 会 2 の 全 KG 
尺 や じゃ “ 

MG 人 S ロ 87 Po 中 翌 要 9 
告 つ で 財 東 間 球 競 お 独 計 選 6 や 
ざ " 居 因 弟 雪 人 ぐ S「『 提 上 全 人 
マン | ゼ 。 守 経 因 基 べり つい 舞う 
しく が 生 室 。 肛 民 人 征 指 下 で 67 








下る 軸 緩 ” 宙 紀 示 回 記 租 G 加 明 
セツ ルス こく )i に 1 くき 
憧 飛 填 攻守 く ぐ も ちゃ 全音 杏 
塞 衣 り 近 慌 逢 衝 0 お ン 丈 の 宙 
硬い し 8 くし 叶 つ ろう) 明る か 6" 
も ゃ 会 届 る 容 し 居 は Sh6 肢 弄 
べ 書 会 っ や で ” 朱 散 Y じ 慰 K@ り 
りや ゃ " 玩 届 全く ぐし 到 補 定 
孔 員 胡 K お 人 団 措 称 履 く KGT NG 
mM まつ GE 放さ た こい マニ 
主 つ し る 4 マ 肝 各 し "の 5 心 10S マ 
半 ^ 斑 い 詩 OR 室 RANPO6tp? 


坦 編 じ S マ " 
< いい 

を 弄 G 知 年 抑 貴人 で ペ 王 お 
志 来 編 じ SG) りゃ 所 散 間 堂 昌 
内 く し っ の 7 宮 ] 0 弄 無 じ せ 6 
や SS? 脆 和 9 夏 邊 Am 弄 7 義 半 
6 席 編 8 民 加 誠 全 YS 会 し ゃ 会 
「 密 つり 会 驚 型 つ 弄 06 和 や] 
る 愉 JAJYME さる る SS る 
や りゃ“ 

AJJN 公 本 放 く セ 婁 措 S 志 時 補 お 
穴 つ くし 2 か ee 赴 東 / 意 打 肖 
辿 ぐ 1 者 胃 り 「 亡 公 還 べ 麻 つ レ つ 
46083J っ J 和 生地 中宮 じ る 





8 生 会 醒 く し 慰 GA) うく 屋 誠 
し キス を 会 86 せ 熊 骨 し じゃ" 
0 6 忌 握 器 補 お し 34 信 ン 「S 銘 玉 
SO 8S 公 | NNeG 公 半 下 S 
SP ゃ "RA0 JRO-Ytk の 7) 
ュ J? 証 手 で ロリ S 旭 補 人生 守 る“ 宙 会 
作 了 慌 誠 人 さる? 慰 具 じ で ぐせ 
軸 慌 伝 穴 親 入り 明 ろく し る es" 
重 員 衝 […Q お や (人 S 玉 )」 し" 四 
に で SPOONYcb く Do: ささ マル くだ 
る RS) りつ 4Q 2J 愉 と で 
し … の らら べく 忠 層 宮 会 つ ^ 宗家 室 
S 狼 2 唱 葵 りお ね GP ゃ 人 "TO 
公 症 選 組 SS ロ MM 忌 会 陣 振 ) 明 
Qp る m" 世 攻 くせ 器 Ho 性 宮 有 
避 提 N 短 定 編 じ 梁 ぐつ 
oi に 。 い ルリ PO ば だ 0 ド - び く と ち = と = 
忌 つり JAW 写 の 4 で ロ 示 愛 つ れ 
記 全 6 宮 弄 mhGS せ 密 呈 の ( つ 
の の ご の) 叶 G 二 栄 じ や? 親 擬 せ 所 昧 








國 罰 ぐ 深 し "電王 じ っ の 振 宜 ボ 会 
マン 記 4 に NN 会 各 ペ つ し うつ や? 
応 補 ざり 軍 囲 福 中 6 詞 師 や 認 0 昌 9 
PP^ 部 詩人 = 人 S 87 
MS 選 " 窒 宮 宮 会 0 リウ く スン S3 お 7 
第 め く り 中 の DS うり 人 8 選 し ゃ ? 
momーe 叶 誤 湯 思 察 人 る ぶつ らら 
叶 " 臣 守 弄 倒 つの ご 呈 当 写 hG 
犬 会 人 St や で T 思 2 詩 党 コマ 
mo 叶 S 突 実り 区 h@ っ ) 本 る 6s? 
ド E さ そこ 10 で く で うに が 9FYLE/G1 
0 し 六 栄 伝 RePaot 和 な" 型 HRA 纏 
々 ^ 守 志 り 選 党 つ し 准 栄 組 台 6 
公 湊 羽 逢 し じゃ? 

ポ 宗 究 2 で 弄 王 人 G 叫 








な し 歴史 案内 人 と し て 人 気 。 E 
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特集 / 学 び 直し 日 本 史 


を べく S っ opS し しゃ? 党 ぐ せ 「 郵 HG 
8 季 Ke」「 須 堂 せ 答 人 | TWS 
で ドー 問 三 S 間 の 論じ 人 6 訟 
つつ 計 の る | 脱衣 wo 人 党 り 起 る 
9 く つる? 認 ふ 区 G 窒 2 宗光 
ご "所 G 王 伝 鈴 記 つ し 2k@SB7 の 
り 流 所 中 1 S 還 穴 補 つろ ぐ s 礼 く 
モロ 幸人 レス つづ つ 7 

ぐ S 芽 人 2 の 宮 わし 揚 訓 話 富 嘱 
S 尺 補 人 生 疾 SQS ペレ ろ が や 三 
を べ 公 涯 肖 8 豆 公 ke 表し 
2 生 " 球 部品 束 ン きる ぐも 
民 ” 半 志 60 し 起算 唱 ko りり 
会 久 玲 じ ゃ " 

国定 WoSS べ 3 人 3 恨 マ ロ 
細 つ し eeY MSG 表 誠 己 代 MM ペン 
四 活 令 地 協和 め 王 YS ろり ろう や YS て 
つや ぐ 7 る 窒 財 羽 宮 唱 球 府 
q 記 避 2 の 選 お 本 索 つ ろう) せ 
St や <? 鶴 画 角 証人 る <Q 同 I 散 定 
祥 家 8" 豆 表記 属 冬 り 嘩 記 Ke [会 
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民 形 会 本 紀 つ 競 りつ しゃ の 夜会 つ 
ン S ろ っ) 絡 代 人 A レ し 2k67 

K 忠 窪 (ooQーo ら に ー 置 ) S 過 
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深 ら 7 還 G 難 表 臣 
( 連 や S 総 半 )* きく 台 まま 
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mu た マル 。1 
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回 仙 凸 己 つね っ ) 疾 計 POk@” 芋 喘 
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6O 香 ・ る 人 SQ 但 一 の その 吐 半 6 で 骨 
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り 栄 門 届 旨 に つや? 理 密 揚 時 吉 思 
や 人 S。 販 翌 雇 G 王 男 繧 G 志 下 
細 つ 7 1 慌 呈 手 S 外 写せ 明 雪 
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な る 。 そ の 各 徴 が 吉田 松陰 
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幕末 、 起 士道 精神 が 激烈 ( 


也 つ いり 定 十 で 暫 | の る 寂 他 凌 到 
騙 つ ^ 宮寺 倒 壮 ね さ ン レ っ の 加 躍 公 控 
円 や 8 My 味 叙 寺 守 mk 会 AU で 会 
3 錯 し せる ^ っ り 相 庫 つ し る nr? 

所 味 AwN 和 ea 也 つろ っ 外気 各 雪 
宙 tQJ2 選 S 償 。 福 二 毛 S 嗜 務 S 
紅 ぶ で ね 7 つ 全 OS | 羽 損 
Se 斑 家 窟 つ ” 守 @ 舞 mR 迷 
個 つ きろ うろ ぐ 記 窒 ロ 220 怠 染 を 
や っ? 曽 ※ 忌 無 JS 窒 キ 己 葵 叩 倒 
計る りり 8 会 の し っ S 公 で 人 ン 
EXISC つ いさ Y こ Dos) 
方 品 SNSy の ぐし Sn? 

「 答 GS 1 貞 」 MS も 人 形 QSkG 
人 の つ で るる 公 。 ShG 龍 党 ち 単 舞 財 
に 究 ロ っ paneP つつ レ リリ かつ 
に コ く : で POUPEo ee 3 
会 スン 6 PShe? 





を DJ・ OO 上 筐 一 の の に 寺 電 に 
紅 記 き 還 必 叶 所 両 湯 BA” 剖 詞 層 を 屋 調 儲 
6 恒明 本 県” 連 具 せ 中 四葉 補 責 吉 昌 
IK* 味 聞 日 「 空 押 り 壮 応 G 還 選民 ? 
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特集 〆 学 び 直し 日 本 史 








ーー 橋 大 学 経済 研究 所 で は 、 日 本 の 1 

人 当たり GDP (国内 総 生産 ) を 
過去 に さか の ぼっ て 推計 する と いう プロ 
ジェ クト を 行っ て きた 。100 年 前 、200 
年 前 の 生活 水準 を 現代 と 同じ 基準 で 、 し 
か も 他 の 国々 と 比較 可能 な 指標 で 推計 す 
る と いう 試み は 、「 世 界 経済 史 概観 | ( 岩 
波 書 店 ) な どの 著作 が ある 英 経済 学者 の 
アン ガス ・ マ ディ ソン に よっ て 知ら れ て 
いる 。 私 た ちの プロ ジェ クト は それ を 改 
訂 す る も の で ある 。 

推計 の 詳細 は 近刊 の 論文 に 譲る こと に 
し て 、 下 表 を 見 て ほし い 。 幕末 維新 の 時 
代 の 1 人 当たり GDP は 800", 台 一 1000 
な と いう 推計 結果 が 出 た 。 これ は 「1990 
年 国際 ドル ] と いう 、 そ れ ぞ れ の 時 代 の 
推計 値 を 1990 年 の 購買 平価 で ドル 換 
算 し た 実質 GDP で ある 。 

私 た ちの 推計 は マデ ィ ソ ン の 想定 より 
も 3 割 ほど 高い 。 と は いえ 、 現在 の 20 
分 の 1 くら い の 生活 水準 で ある 。 こ れ は 
1950 年 代 の タイ 、80 年 代 の ベト ナム を 
思い 浮か べ れ ば 、 多 少 は 実感 が 湧く で あ 
ろう か 。 た だ 、 ゆ っ くり と で は ある が 、 
徳川 時 代 か ら 成長 が 始ま っ て いて 、 弘 新 
後に は その レベ ル が 少し ずつ 上 が っ て い 


っ た 。 
































維新 後 は 「 坂 の 上 の 雲 ] の 時 代 で あぁ 
る 。1 人 当たり GDP も 1874 (明治 7 
年 の 1013", か ら 日 吉 戦 争 後 の 1467, へ 、 
第 1 次 世界 大 戦後 は さら に 成長 し て 1940 
(昭和 15) 年 に は 3071『。 と な っ た 。 明治 
初 年 の 3 倍 の 水準 に な っ た の で ある 。 司 
馬 遼 太郎 が いう よう に 、 明 治 の 楽天 家 た 
ち が 先 進 国 経 済 の 「 か が や き 」 を 見 上 げ 
な が ら 、 た ゆま ず に 坂 を 上 っ て いっ た 結 
果 、 第 2 次 世界 大 戦前 後 の 大 き な つ まず 
き は あっ た けれ ども 、 や が て あの 高度 成 
長 に つなが っ た 一 一 。 この よう に 読む こ 
と が で きそう で ある 。 


む お しろ ギャ ッ プ は 広がっ て いた 


「 坂 の 上 の 雲 | は 先進 還 へ の キャ ッ チ 
アッ プ の 物語 で あっ た 。 で は 戦前 の 日 本 
は 、 軍 事 ・ 外 交 面 だ け で は な く 、 経 済 に 
お いて も 先進 国 の 仲間 信 り を 果たす こと 
が で き て いた の で あろ うか 。 
下図 は 、 西 欧 の 中 心 的 な 12 カ 国 の 平 
均 を 1 と し た と き に 日 本 の 1 人 当たり 
GDP が どの くら い の 水 準 に あっ た か を 、 
英国 、 米 国 、 欧 州 周辺 国 、 そ し て 中 国 ・ 
イン ド と 比較 し た も の で ある 。 

これ を 見 る と 1955 年 まで の 間 ず っ と 、 
日 本 の 1 人 当たり GDP は 西欧 12 カ 国 よ 

り は る か 下 、 約 半分 の 水準 で 







































































軒 幕末 維新 時 の 生活 水準 は 現在 の 約 20 分 の 1 推移 し て いた こと が わか る 。 


一 日 本 の 1 人 当たり GDP 一 


年 1990 年 | 年 平均 
国際 ドル 表示 | 成長 


1721 669 王 


820 0.2 





896 02 ョ ロ 
FrZI 1.013 、 準 新 で 近代 化 に 汗 手 


8 代 将 軍 吉 宗 が 享 保 の 改革 


幕末 維新 以降 、 日 本 経済 が 成 





一 橋 大 学名 準 教 授 便 斎 藤 修 


長 の テン ポ を 速め た の は 事実 だ が 、 先 進 
国 経済 も また スピ ー ド を 上 げ て いっ た か 
ら で あ る 。 

アジ ア に お いて は 、 イ ンド ・ 中 国 と い 
う 古 く か ら の 文明 国 を 日 本 が 鎮 国 を し て 
いる 間 に 追 い 越 し て いた こと も わか る 。 
追い 越せ た の は 、 日 本 が わずか な が ら で 
も 成長 率 を プラ ス に 保つ こと が で きた の 
に 対し て 、 両 大 国 は 自分 で こけ て し まっ 
た (マイ ナス 成長 に 陥っ た ) か ら で あ 
る 。 開国 後 の 日 本 は アイ ル ラ ンド 、 ポ ル 
ト ガ ル 、 ス ペイ ン 、 ギ リ シ ャ 、 東 欧 諸国 
と いっ た 欧州 周辺 諸国 と 同じ グル ー プ に 
入っ た 。 
そこ か ら の 1 世紀 に お いて は 、 第 1 次 
世界 大 戦 を 機 に 先進 国 の リー ダー が 英国 
か ら 米 国 に 交代 し た と いっ た 事実 が 目 を 
ひく 一 方 で 、 英 米 と だ け で な く 西 欧 12 
カ国 と 日 本 の 格差 は まっ た く 縮 小 し て い 
な か っ た こと が わか る 。 それ どこ ろか 、 
わずか で は ある が ギャ ッ プ は 広がっ て い 
た の が 現実 で あっ た 。 当 時 の 政治 家 、 官 
僚 や 経済 界 の 重鎮 た ち は そ の こと に 気 づ 
いて いた の で あろ うか 。 

いずれ に せよ 、 日 本 が 先進 国 に 追い つ 
く の は 高度 成長 期 ま で 待た ね ば な ら な か 
っ た の で ある 。 

さい と う ・ お さむ 候 1946 年 生ま れ 。68 年 
慶 大 経済 学部 卒 。 一 橋 大 学 経済 研究 所 教授 


を 経て 、2009 年 か ら 名 準 教授 。「 比 較 経 済 
発展 論 | (岩波 書店 ) な ど 著 害 多数 。 





















































軒 米 英 と の 1 人 当たり GDP の 格差 は 大 きか っ た 


一 1700 一 1973 年 の 国際 比較 (1990 年 国際 ドル 基準 ) 一 


ー 12 力 国 の 平均 =1) 





米国 

@ 英国 

日 本 
ーーーーーーーーー ン 欧州 周辺 還 
中 国 . イ ンド 





1890 1.166 0.9 
eo | 1.467 1.2 日 清 戦争 、 日 規 戦 争 
2hng ら 金融 恐慌 、 昭 和 恐 慌 1 
本 gg 才 日 中 戦争 で 重化学 工業 が 発展 
本 5 Pi 05 敗戦 を 経て 朝鮮 戦争 特需 で 復興 へ 
配 回 CE 2 IEEEMEE3 

ざ な ぎ 景 1700 1750 

SR 


1850 1900 1950 


( 注 ) 表 の 1721 一 1940 年 は 新 推計 、1955 年 以降 は マデ ィ ソ ン 推 計 に リン ク 。 図 の 西欧 12 カ 国 は オー スト リア 、 ベ ルギー、 デ ンマ ー ク 、 フ ィ ン ラ ンド 、 フ ラン 
ス 、 ドイ ツ 、 イ タリ ア 、 オ ラン ダ 、 ノル ウェ ー、 スウェーデン 、 スイ ス 、 英 国 。 欧 州 周辺 国 は アイ ル ラ ンド 、 ギ リ シ ャ 、 ボ ルト ガル 、 スペ イン と 東欧 7 カ国 
(アル パニア 、 ブル ガリ ア 、| 旧 チェ コス ロバ キア 、 ハ ン ガ リー、 ポ ボー ラン ド 、 ル ー マ ニ ア 、| 旧 ユー ゴス ラビ ア ) 

(出所 )0. Saito and M. Takashima in European eew o/ Econoric sfory (forthcoming)、「 経 済 研究 | (2016 年 7 月 号 ) の 播 津 斉 彦 ・ 深 尾 京 司 ・J-P. 

Bassino 論 文 、 お よび Maddison Project Database を 基 に 筆者 作成 
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1 慌 亜 條 宗 で 思 所 7” S 光 
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"株 先 和 き 守 避暑 員 癌 前 宮家 な 
引 寺 PSkGT MG 忌 還 waW 訟 守 鹿 ぐ 
避 琵 詞 り 前 人 Se せる を 邊 る 7 
SS の S 門 評 計 9 電 で 補選 
所 9 器 KoaJ” 棚 補 代 求愛 宰 や 
he 思 叶 騰 型 人 時 会 や 会 he" 
8 知 宝 出 G 雇 比 全 紀 室 つ パ 
人 呈 飛 室 若 縮 (コム oe で 告 ) 
雇 80 妹 時 ES 貴 竹 史 S 交 宮 二 用 
ENXJiE:3IEYEI 
選 宮 Oo 診 吉 で 4 生 咽 室 下 > 
りり 画 証 人 宗 本 Ke の ろう 心 
ミー さ ミ 各 dE 懇 人 守 補 ( 記 和 )? 

りり リ し G 系 マ ヘー 人 110" 親 普 S 
回 哀 口 記せ 者 書 0 した で で ビレ 
0 凍 に に 0 コル ュ I に いり ベン 
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ペ 克 り 惑 信 ぐう やり っ JPShG* 


下 並 宗 ビ ロ エ キ し 各所 時 つ レ う や 
1 で 感 (K | 相 豆 ) om 記 り ーー。 有 
剖 (スキ 日 悪 和 R) G 各 8 芝 咽 せ 
錯 姓 つる (部 論 ロ 6 | 邊 脱 の 常夏 
再 G き 心 倒 各色 に S 衝 編 り 堆 
謀 品 如 欄 寿 科 の 8 う )" が 刀 害 密 で 
を Sc 訟 塞 弄 レダ マ =ー 忌 ( 民 
壁 そ 写 一 愛 ) PShG* 
EPS こ DSE 
S 回 SR | 中 王 加 計り 移 宮 KG りり 
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e 定 ( そ 完 選 ) Sr? 
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rv て 守 co 有 り 8 誠 SYG 斉 4 り 誠 
ささ SYS 感 全 GPSKOT で 届 町 詞 
財 美加 玩 介 王 ぐ 志 宮 所 衝 一 表 所 し 和 
客 和 mkGaJ そ 守 の 宏 せ の らら 軍 ぐ 
境 唱 hGT の せ ーー。 各 聞 過 党 り 定 
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っ つ enS 和 7 

に Sho こさ ONE よこ の 
に NOEL だ の co こり 
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Sclenoe Museum/Sciance & Society Piclure Libray/ ア フロ 
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7 JS 意 堀 宇 せ 写 混 察 宗 ^ 
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四 全 科 で お 9 

回 し ] 中 感 り る 完 ぐ 交 宮 
ミー さや 店 xeaJ 8 脱 S 公 各 当 
emcotr と IS1 マ Sv: 計 】 
知世 放 男 補 し り ぐ の で 器 下 介さ 
ーー 篤 有 詳 つじ ろ や Me 


下 章 品 0 妹 導 害 
牙 相 じ 凍 玉 NG 

提 信 SR 詳 っ mxQU” 召 時 に 
し S あ 和 守 認 公 狂 光 SGK 束 写 守 
弄 S0 4 おり AHvS 世 世 ? 
案 選 章 を 各 史 下ろ し 29 叙 。 親 
壮 ぐ 宮寺 せ っ R 拉 府中 り し 0 栄 訟 
Ss SG 量 王 維 富 り *6 ぐ じ 紅 
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所 で 坊 二天 紅 SroG 瑞 
状 し SveS ふ 臣 つ し Sve? 
維 生 眼 に ue 訟 公 | 紀 ぐ K 束 
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開港 ( 


団 義 し SNo) ろ 必 線 加 せ 。 そ 守 6 者 
SHE 外 記 WW に 生 お 人選 突 泊 立 
ら の mm 告 ) 邊 つ お 要 更 柳 選 ・ 
忌 岡 谷 り や し り 世 じ 望 ShkG* 

楽 工 G 別 MJYSKe [ 民 AMN 還 
家 ぐ JAJooSS ら 42 で 大 
定 S 忌 間 つ "中 要 園 正和 づつ 人 
7 辻 愉 部門 SN 8 打 祭 競 ら 」 
(Il 田 款 訪 ]) せ に 郭 連 門 守 角 桁 
氏 R 妊 玉名 梁 つ し 2? 

江 定 せ 坦 次 庄 ・ 甚 穴 光 むせ や し に 
らら R に 史 福 況 0 Bm0S る 5 y 
S 決 党 し K と の らら の 選民 S 湯 混 
叶う で HP 如 中 せ 台 記 記 8 到 
朱 に 慌 及 YeY0 選 太 "用 還 
衝 宮 表 舌 SO お 6 公 部 和 交 店 に 間 し 
SN 選 ・ 悪 ぐ 記 堅守 旦 め 雪 還 6 加 
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理佐 : 日 本 銀行 貨 鋼 物 館 


剛 画 団 船 」 提供 : 下田 同国 物 館 


語り 呈 計 記 に し aorofe33 Av 
間 志 せ 球 営 語 くっ Jane? 当 半 志 団 
定 S 社 弄 度 庄 AMS で し る 

人 K 品 巣 写 計 弄 3「 限 取 芝 Ge 
り 認 KG 訓 天 者 民 党 り 人 W 選 KG 翌 
幸 公 居る し 当る 」 先 騰 つ 公 民 和 し 
0 燥 る ? 出 定 S 症 避 己 く ぐ 得 
雪 家 N じ 半 3 引 識 
計 壮 天 民 守り ro 本 人 証 G 直 つ 
め 生 り S eS 本 守 抽選 居り つ 


に < 

で 守 を | 膨 全 っ で 手 ・ 器 人 定 
堪り じ つ 相 So 9 慌 計 つじ 
っ 代 8 富 写 環 似 宮 り っ で 絆 8 は 





洋 尉 全 只 KoAJR 公 OS 一 選 天 写 
喘ぐ 団交 講和 KG) ろ 必 下 倒 隊 害 
2JHNyKG 電 革 2S nrY 
づつ 会 つ "「 失 定 S 部 交 せ 抑 元 HG 
に 宗 栄 症 し Se の る 必 民 邊 ば 所 
り 毅 レコ つが 0 お 4 候 5 AS 所 
球 江 K 家 S 氏 定 福 選 せ で 坦 皇 S 世 
氏 「 介 呈 S 伝 宮 所 用 公民 へ 絡 
nb2k6 り | し SKU 屋 疑 宮 民 
葉 つ し つ 6 で 5 

代 間 所 め 計 シン やり 穫 是 せ 人 8 
豆 員 人 や S う 忌 加 る 宙 更に ph 
り ロ 4 レ ” 表記 S 埋 膨 介 宗 所 衝 
せ 導 コン SO? 移 宮 所 膨 S 頑 2S 
殿 公 下 軸 人 ぐ 4S8 で 想 晶 
せ 息 求 W 民 KG 生じ Sr 

つつ 四 胞 史 り お で 選民 そ 呈 
S 昌 だ り y 倒 つ ペ SS 宣 yy の 





( 注 ) 一 分 銀 は 少量 の 金 を 含む た め 厳 密 な 同種 同 量 交換 で は な い 


で 生け Sne7 忌 晶 る 写 GS45S 
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し ス 2 ぃ 9 因 議 か 競う 7")S 辿 ご 天 
AN 公 紅 飛 決 活 人 8 お ho 鹿 で 人 6 深海 
営 SRSPASr _ 

)S 下 虹 所 和 虹 を る 株 53 紀 
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? ご 計 S 揚 到 団 G 団 中 床 井 せ マ ・ 
me 明 し SQ 固 共 計 二 G 谷 ・ ら ポ 
( コ ・o の 1 避 ・c) っ 2G 避 弓 め つ 8 
会 押 朗 宿 叫 用 マ ・ つ ポロ や 約 
生 つ 会 22ー ベ 親 ら し せつ ら ・o の 
GS 窒 嘱 りや OS 人 で 上 ? 記 攻 GS 議 誠 
SS 野間 史 せ 還る じ 軸 人 0 る 唱 麺 2S 

無 末 因 じ 上 終 く せ 家 る 親 8s 還 レ 
2 で ? 品 補 型 展 困 位 更 時 ” 往 響 尋 
中 せ ^ 揚 天 暫し 人 生 ロ ら ゅ らら 記 ら 
に = そ た こす くだ Fn) 
(『 記 いり 擬 所 固 ])” を ぐ K 扶 門 記 嘱 
( 宗 志 ぐ 専 福 仁 寂 聞 ) ぐ 叶 短 り 
下 つ で 7 居 党 で 呈 っ 揚 ロ で 
全 0N 区 屯 介 弄 呈 レ スン 全 せ 7 
て EPSY く kay こそ こい 
完全 お の る 人心 の JDAShKGT 

福 当 せ 福 藤 むし 4 せる? 擬 到 
ニー た = マチ くだ で くだ Ora トル く だ 
吐 向 懲 人 つ る 詞 刺 向 つ し 2k95 章 
党 さ 加 訟 ” 宣 RR(R 胃 S 直 0 素人 き 
し S 写 SA 型 全 半 避 ぐ つ 向 全 
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し 獲 写 宮 味 綴 福 ロ に 十 旧 
守り JO 倒 S の る つの 7。 品 展 
克 り 回 革 り 扶 い うし レポ 中 胞 電 技 
9 編 守 hh9 り っ ) 公 5 

入会 肖 下 二 記 生 3 ひつ お 般 統 
間 祭 谷 つ レ し つが で らく 倒 の つ 尺 之 
る ? 吉 記 癌 衛 せ 冒 叶 へ) る 心 技 記 神 党 
PS で 罰 宮 ・ 躍 記 旭 NG 濁 汐 誠 客 
皿 つ お ね 7 My の ) 移 守 つっ SON6S る 
戻 KR ル 畔 本 せっ Jon) 洋 寄 人 
5 タン 語り 壮 〇 り の) 全 叙 凍 窟 
いた マル 

MG 所 " 財 べ せつ 8 つ 持 宮 暫 洋 
加 避 加 ” 中 須 定 軸 民 ロ S や "7 眉 
蜜 や GS 宮 室 層 盛会 選 DSO SS も 
せき 会 やつ レー NT つや 宮 比 富 
人 で 束ね ユー ホー 名 定 いせ 
引 つ 人 る ぐ PASho? 





つく ・ ご ば せ 心 っ Q 等 一 の さ の 世相 で 
雷 記 8 止 性 可 去 民 ” 起 細 K" 回 美 相 尾 
層 度 似 や へ ふ ー 昌 距 じ 町 稲 ? [リー ド K・ 
N ャ ーー」 じ 田 礼 紋 李 細 " 
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の マー 時 加 民 G ポ 周 潤 究 ぐ 
生生 と つ し USE 人 なの 
寺 S 也 選 け 人 め ら ” 且 式 て S 森 
衣 員 持つ し 性 S 衣 幸 り 凝 で お り 
ざけ いろり” 皿 十 RK 咽 (つの ら ーー 
の ) 避 物 中 お 会" 

窒 せ SW ン 1 10 ロ 上 会 Se 10 
せ 滞 宮 拓 財 公 SGS お 密会 科 ) 
ho 注 " K 上 尾 社 回 栓 選 寺 や ※ 公 





守 定 慌 天 ぐ 緒 


区 理 ぬ 「 旧 操 避 つじ 避 誤 拓 遇 
つ 」 ON 選 国 必中 宮 枯 中 息 り 雪 
信 じ 20 りり っ ) 倒 突 補 し 人 SyeT の で 
Q4^ 徹 巡り せっ J> の 公 ン 選定 ・ 
言 江 会 四 洋 つね 宰 " 民 環 My 守 
選 む く SkeG 公 密 写 0 お ぐも 7 民 
装 り 部 記 6 営 各所 で 折 二 せき る) 
ろ ぐ 寂し ち Se? 
る で ね る 400 で 色 安 つ る SO で 
る 
店 性 営 年 押 度 撤 出 
況 つり る 人 給 居 度 究 悟 守 
会 必 統 つ し り で ウス 
hG つ 人 る つ 7 要 析 回 
携 凌 弥 ご り 「 了 R 呈 翌 
販 志 量 | スリ 7 
避 細 若 G 忠 補 避 8 





民 正 


Q る し 
起 つ きる? 具 時 G 症 窟 
性 座り つり 前 計 己 准 諾 


利 租 中 


給 " 近 り 肖 を 訟 篤人 S 0 お 全う 
っ の 選 己 回 い お りつ し 半 層 
り 叶 引 寺 宇 を 症 窟 入団 虹 Spto 和 | 


Wi 選 
し 思 選 Ne 公 心 全 S 守 
Q 


「 了 事 岡 示 腰 匿 」 
視 恒 医 じ せ 葬 庄 





S 容 旧 換 0 「 民 再 居 党 Qt 
K 咽 ロ 較 作 S 握 時 所 孔 梁 喧 求人 ke 
部 居合 SNe の る ぐら 公 1 回 愛 回 竹 
の お ? 祥 ・ 王 著 京 年 S 型 年 せり 
eS 還 坪 民 理 G 拉 居 半 
当 拓 RT 据 壮 
応 る 窒 J で ウ る お? 国 活 
ポ ES 守 Ss し も R 避 
せ 京 條 は JR 宗重 須 括 つ し あろ 
ろう ぐ GPS 
QR 選民 ロ 固 党 り 案 he 消 度 之 
S 選 全 Shke 2 内 表 辻 誠 で " ペ 


中 注視 科 亜 禄 G 泌 宇宙 むっ の 








本 性 表 逢 慰 野 穫 短 常 障 便 三 凌 く 


馬 喘 帳 つり 選 篤 河 は StG| 


PANEs4iil4amPtYMIIIEIIN 





Jo の a) | 加 革 絆 ン 朝 六 つ し うお ら 
PSh0" > つじ 演 穴 S 熟 QR や シレ 
っ お R 略 本 人 会 で 詳 組 つ し る 7 

SA つの の 叶 り 目 庄 別 誤 球 
斑 UMa 潮 所 写 詩 り 窒 や ph 公会 
し 営 定 ・ 財 没 選 活 し 編 人 補 つ 本 光 
ぐり PSK? 届 財 8" 記 叶 会 に 
かよ 避 人 8 た hG 凸 性 6 福 包 理 9 王 較 
詳 信 の や KG お 公 窒 0 し る や 訓 王 窟 
半 ぐ 中 宗 鶴 論 他 記 図 つ ” 王 回 出 
9 会 9 販 庫 つつ レー ャ で 私 AU で 抽 需 
情 窒 杜 め 四 紀 つつ し ろ 7 つつ 会 つ 宣 
中 KmHH/ 纏 ※※JS 宰 罰 り 時 会 証 桁 
回 8G 走 思 ロ S 物 苔 補 JR し 介 ら く 
者 迷 下 圭 り 民 mk と で 公 補選 還 避 
生 連 称 股 時 つつ の の つ ? 

臣 叶 om” 半 早 G 氏 税 揚 Dk6 会 
3 心 会 弄 0 し る 届 針 息 壮 | 中 知 宮 
^ 本 定 RK 下 豆 直結 り 眉 所 つ きる 
っ 0 埋 梁 人 0 や KG8 板 喝 箇 会 8” 
や oo” 調 宅 計 ぐ 纏 撤 M に 宅 曜 
加 mhG 恋 ” 民 K 軸 人 PRS 京 他 避 
民 CO うし 中 @ 和 mh 人 時 守 JS0 レ 
っ や 敵 財 半田 称 四 二 RR 天 S 時 心 会 
所 ぶつ ぐ し Sn? 

ツ つ し 店 基 穴 寺 S 悪 鶴 己 半 つ 
SOSNhectSPo 放 1 き ko 
ゃ No 詳 織 パン 培 る r9* 

性 G 王 園 形 次 会所 味 @ 固 継 衣 赴 
いた ソエル マル た の Y パ くつ 
記 性 G 互 男 全 手 型 称 税 人 る じ 室 時 
只 導 " 上 手 紀 抽 圭 無 9 会 古 お ? 

りり 避 扱 つ 呈 必 お 窒 吾 唆 選 移 欠 
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特集 / 学 び 直 し 日 本 史 


S 部 葉 G 幸 GS 症 禄 に 窟 け お 
つづ お 民 加 倒 選 ン の SD 家 全 に 公 ト S 
SE が vc つこ で く が 9 た 0 いう 
所 つ や "ご ゴ 計 コ 下 の ロ ”・ 制 舌 
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駐 せ 冬 ン 。 四 定 RK 理 会 凸 べ り 国 
濱 8 補 仙 S 正 決 守 党 全 So 着衣 
同人 S 選 名 史 板 中 > が KO レス nAJ 詳 
編 つ し ろ 尋 りり 公会 KGT 

何 HH 和 せ ご コ 世 記 ロ 到 公選” 突 
鶴 或 中 如 召 毅 東 倒 思 人 の 220S 
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EICGSFEt ニ XSJcdCACY 証 EIC で ささ 
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One ニッ リバ 

MMS 衣 " 営 征 ・ 泊 箕 ぐ 瀬 会 6) 
6 で 和 h” 証 定 KR 天 S 裕 守 (くら 9 
講 田 ) ロ G し 決 密 で 刀 り 7 
0 ぐ ロ 7 潜 鶴 @ 誤 杏 S ぐ エリ 鶴 団 乱 
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QQ る っ)” 国 也 雇 哲 守 宮中 直り つ 
し レ 癌 Ar うる 民 理 りつ し せ 忠 
ペ 有 G 選 球団 軍 り 払 つ 妊 才 ゴ 
鶴 陰 S 拓 閣 つね" 

醤 究 人 屋代 o 司 ロ 。 皿 HK せ 
民 補 六田 7 「 窟 現 中 宮 称 弄 
思 敵 村 革 太 り 字 欠 
ロ つ P 虹 る 開 *WJJ 
AG 倒 。 提 会 | で 
羽 む し 型 詳し ち め つい し 梁 
ShG 密 己 に 会 守 る 人 
RS ([ 代 帯 1 
鹿 』) *” 究 半 舞 中 
沈 SS 型 志和 表 
つや お? つ 倒 つ ^ 弄 巨 せ 
マー ド 49E く と ここ 
民 計 うり る 心 徐 区 
家 は 部 情 つ 会 0 
uo 

や つの 中 選民 ” 当 
H 較 漏 忠 拉 避 y 
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中 守 他 つ 7 miSS 迫 党 り 生 必 和 
中 員 稚 妖 つ し くろ や ぐし Sn? 

認 必 hG けり 皿 室 K 弄 お る で らい 6 祝 
聞 物 中 室 YSkG ろ YOnGe 和 h 宙 
ズ っ oy ぐ 本 当 つ し ろう や ぐも 4 交 Ke つ 
会 つ 究 時 選定 で で MO) 列 有 
つの つき 人 SS? 選 究 王 G 呈 交 可 写 
S 下 選 富 0 亡 衝 思 定 香 維 画 り 
OS 主人 So 8 国安 GS 型 千 
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思 目 性 6 映 0 交 
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vi 

窒 環 叶 活 つ き 人 SG 庄 し 
VS 守 他 し 0 本) 足湯 SG 0 む 補 定 
POQ 選 お KeG 公 る 便 で る 
SO 会 7 宮上 HS 切 千世" 
四 呈 民 殖 伝 守 県 己 家 つ "「 穴 加 舞 員 
編 会 更 mp 志 0 [三次 ] 嘱 詩 づつ 
や 約 丸 会 」 (「 一 負 宗 H 下 湯 戸 詩 ) 
っ) 座 季 款 選 ぐ つね) 会 届 愉 会 K? 
避 窟 肛 せ G 守 遇 mo 選 県 己 「 弄 
迄 つめ 公共 己 k@」(「 詩 誠 己 維 |) 
3) 銘 そ くるり 人 8 で QG PSr" 
選 OmhKG り りり 4 で ソレ ” 思 補 選 を 
GS 頼 S 福 中 和 ] 京 応 避 主 選 お 
や 男 寺 K@ 選 叶 電 せ ” 折 骨 So の G 


で ね りつ 全う ろう 人 選 全 競う? 


る 0 人 で ・ 公介 一 ゆら 叶 直 6 で 
居 K 折 悲 嘩 に " 械 記せ 中 覆 県 隔 所 玉 "本 
区 碧 | し お ハー ユー 翌 押 手取 編 ” 味 近 ロ 
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外国 人 に よく 聞か れる 


武士 の 政権 は 
どん な 体制 だ っ た の か 日 本 の 文化 と 歴史 


ozo "の es 太り or seymirgi zegryiors Orgqnise が er gogeryu7ien が 2 


貴族 に 使わ れ て いた 武士 は 、 各 地方 で 農民 を 直接 支配 する こ 
と に より 力 を つけ 、12 世 紀 の 終わ り に 政権 を と り 、 以 後 19 世 
紀 後 半 まで 約 700 年 間 政権 を 持ち 続け た 。 
武士 の 棟 染 は 天皇 か ら 征夷 大 将軍 に 任命 され て 幕府 (将軍 の 
中 央 政府 ) を 設け 、 各 地域 の 封建 領主 (大 名 と いう ) を 支配 し 
た 。 これ ら の 封建 領主 は 、 土 地 と 人 民 を 支配 する こと に つい て 
将軍 か ら 承 認 を うけ 、 将 軍 に 対し て 忠誠 を 誓っ た 。 
ho、 
Warriors employed by the nobility to keep the peasants 
under control took advantage of their position of direct 
control over the farmers to greatly expand their power, 








until late in the twelfth century they were able to 
replace the nobility as the de facto leaders of the 
country. The rule of the warrior class lasted nearly 
seven hundred years, finally coming to an end in the 


latter half of the nineteenth century. [日本 - そ の 姜 と 心 -| 





Formally, the leading warrior would be appointed by 著者 : 日 鉄 住 金 総研 
the emperor as his “shogun in charge of conquering 発行 : 学生 社 
barbarian territories” and with this designation would 定価 : 2200 円 + 税 


set up the central government under the shogun 
(shogunate or bakufu) and take leadership over the 
feudal lords (daimyo) in the various parts of the country. 
Tn return for the shogun's recognition of their right to 
rule over their territory and people, the lords would 


文 : 仲 宇佐 ゆり 








ま 新 人 肝 よ も ね を 用 度 交 窒 伏 訓 
pledge their loyalty to the shogun. れ 上 玉 ま な うど と で wc っ で oc ニッ の ee w 
た 鉄 は 米 ど | 累 9 む 切 の 併 文 か 本 
っ 0 だ る 項 記 化 ら 明 国 
技 金 の で 業 "1 2 け の 目 き ま 政 そ す 人 
ント 
直道 が 09 たき y ミ は 
Sa を 
重んじ る こと と は 人 
Mgr "の xsido/ が た ? っ る 国 れる りり 天 と 日 会 だ に や 
df "の es が ido 坊 g た s fs の 7 の oy ン の と デア 四 還 た 10 へ すえ ぇ を な な 支 
武士 道 は 、 鏡 食 時 代 か ら 発達 し 、 江 戸 時 代 (17 世 紀 か ら 19 世 に < が 合 る > SS 寺地 あ 内 
紀 半 ば まで ) に 信教 的 思想 に 裏付け られ て 大 成 し た 武士 階層 の 2 年 の 記 カ グ 重 的 に 切 甘 技 寺 ぶ 説 


道徳 体系 で ある 。 忠誠 ・ 犠 牲 ・ 信 義 ・ 廉 耶 ・ 礼 儀 ・ 潔 白 ・ 質 
素 ・ 侯 約 ・ 商 武 ・ 名 準 ・ 情 愛 ・ 相 手 へ の 思い や り (武士 の 情 


















け )、 笠 者 や 性 へ の 愛情 な どの 徳 目 が 重んじ られ た 。 っ 上 る もっ 
ーー っ < でき w の っ > 必 う 9 ーー 

Bushido is the moral code of the samurai class. Based on 軸 和 1 党 e も 還 中 た 財 基 突 り と 時 
Confucian ideas, it originated in the Kamakura period た と ど 者 と が 名 も 0。 年 に めか こ 人 
and reached perfection in the Edo Period (1603-1867). tt は も きき 執 化 な と で RE は ご 生 人 っ < 2 必 の 
puts emphasis on such virtues as loyalty, Selfsacrifice 答 ら 2 由 民 筆 の 誠 を 人 マ 卓 上 が 日 
trustworthin sense of shame, refined propriety, らら つう mg あ 出 て で 本 が か た 本 の 英 本 
integrity, austerity, thriftiness, warrior spirit, honor, を 最 人 に 集 る ye 半 ら ー 記 則 中 
sentiment, compassion(among samurai), affection for the す の 末 ンド 5 m 新 れ に 事 寄 よ や 答 い 
weak and females, and so forth. か 歴 で 大 せ た 見 ト ま > 部 り く 文 を 

史 - は 震 て - テ 7 - 聞 々 化 ら 
と 半 炎 約 人 る 社 と 方 ま か ら を れ 問 
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自害 する と き 、 
武士 は な ぜ 腹 を 切っ た の か 


7) dd "の as" rseg #o s7 計 が eg ち e//zes fo co7y271 が sarzozdg2 


切腹 と は 、 武 士 が 責任 を と っ て 自害 する 方 式 の こと で 、 平 安 時 
代 末 期 に 始ま っ た と いわ れ て いる 。 

日 本 で は 、 精 神 修養 の で きた 立派 な 人 を 腹 の で きた 人 と いっ て 尊 
敬 す る 気風 が 強い 。 封 建 時 代 の 武士 は 、 腹 を 精神 の や どる と ころ と し 
て 尊重 し た の で 、 武 士 と し て 責任 を と る た め に 死ぬ と き に 腹 を 切っ 
た の で ある 。 江 戸 時 代 、 切 腹 は 武士 に 対す る 死刑 の 方 法 と な っ た 。 こ 
れ は 、 武士 の 人 格 ・ 名 誉 を 重 ん ずる 意味 で 、 自 ら 死 な せる と いう 形 を 
と っ た も の で ある 。 





ho、 

Seppuku is a ritual form of suicide that used to be 
practiced by members of the samurai class to show that 
they accepted responsibihty for their actions. It is said to 
have its beginnings toward the end of the Heian Period, 
about one thousand years agO. 

In expressing respect for someone of high moral character, 
the Japanese may use the phrase “person of determined and 
strong stomach." In feudal times warriors used to respect 
the abdomen because it was considered to be the receptacle 
of the spirit, so when they assumed responsibility as 


warriors for some action or course of conduct and had to 
die, they would cut open their abdomen. 


徳川 幕府 は 
な ぜ 260 年 も 続い た の か 


My 7o た ukgosug sogiorgfe szoceedeg gs 7ong gs 207 yegrs2 


徳川 幕府 は 、 国 の 統治 機構 と し て の 幕 藩 体制 を 確立 し て 全国 の 
大 名 を 支配 し 、 国内 戦争 を 防止 する 体制 を 確立 し た 。 また 、 社 会 階 
級 を 固定 し 、 そ の 相互 移動 を 禁じ る 「 士 農工 商 ] の 身分 制度 を 敷 
き 、 こ れ に より 国 の 経済 基盤 ( 米 の 生産 ) を 支え る 農民 を 完全 に 支 
配 し た 。 さ ら に 、 幕 府 は 1639 年 に は 外国 と の 外交 関係 を 断ち 、 外 
国 と の 往来 を 禁止 する 「 鎖 国 ] 政策 を と っ た 。 政 治 的 幕 藩 体制 と 
「 土 地 ・ 米 本 位 制 ] の も と で 、 幕 府 は 圧倒 的 な 財力 を 基盤 に 、 政 治 
的 ・ 軍 事 的 に 諸 大 名 を 支配 し 、 国 内 は 長い 平和 が 続い た 。 その 間 
に 工業 や 商業 が 発達 し 、 文化 、 教育 も めざまし く 発 展 し 、 次 の 近代 
国家 発展 期 の 基礎 を つく っ た 。 


























日 本 人 に と っ て 日 本 刀 と は 


Mref /gpgriese szooygfs eyr ogpg7iese2 


日 本 刀 は 片刃 で 反り が あり 、 加 熱し た 玉 鋼 を 植 で 打っ て よく 鍛 
練 し 、 焼 き 入れ を 行う な ど 独 特 の 製法 に よっ て つく られ る の で 、 
折れ た り 曲 が っ た り せ ず 、 切 れ 味 の 鋭い の が 特徴 で ある 。 

刀 は 武士 の 魂 と みな され 、 武 家 社 会 の 象徴 だ っ た の で 、 工 芸 品 
と し て も 優れ た 名 刀 も 多い 。 

第 2 次 大 戦後 は 、 日 本 刀 は も っ ぱら 美術 品 と し て 鑑賞 の 対象 と 
な り 、 清 く 澄 み 切っ た 冷た い 美 し さか ら 、 心 の 落ち 着き を 得る た 
め に 、 一 部 の 人 に よっ て 珍重 され て いる 。 








ho、 

The Tokugawa shogunate succeeded in putting a stop to 
regional conflicts by establishing the shogunate and han 
(regional domain) system in which the country was 中 vided 
into many domains each of which a shogun-appointed lord 
governed. It also implemented a caste system that ranked 
warriors at the top, followed by farmers, artisans and 
tradesmen, and strictly prohibited migration between 
lasses. This gave it total control over the farmers at the 
core of the country's rice-dominated economy. In 1639. the 
shogunate broke off all relations with foreign countries. 
prohibited foreign travel and entered an era of isolation. 





で | 


The shogunate-domain political system, along with a land- 
rice dominated economic system, gave the Tokugawa 
shogunate overwhelming financial power that it used to 
keep the feudal lords under tight political and milhtary 
control and maintain a long peaceful period throughout the 
country. With peace came industrial and commercial 
development, cultural progress and dramatic advances in 
education, thus laying the foundation for the ensuing period 
of development into a modern nation. 











ーー す デ 

The Japanese sword has a curved blade with a single 
cutting edge. Made by a special process that includes 
hammer-forging, hardening and quenching hot raw steel 
made by smelting sand iron,. the sword is characterized by 
its great spring-like toughness and its extremely sharp 
cutting edge. 

As the sword was considered to be the very soul of the 
samurai and became the symbol of the warrior class, many 
specimens Show superb craftsmanship. 

Since the end of World WarI, the Japanese sword has come 
to be regarded solely as an object of art often to be treasured 


for a sense of tranquility found in its cold, serene beauty. 














PS の 1 に | 
光 東照宮 は 徳川 家康 の 
雇 所 。 国 宝 に も 指定 さ 
[rkd い と 1 














明治 維新 後に 政治 、 経 済 、 
社会 体制 は どう 変化 し た か 


万 oze dg po/cg7, eoooz7zicg/, gzzgd sooig7 sponeres 
rokge g7fer- fpe ez Resforg が onr2 


幕府 倒壊 後 20 年 間 に 、 日 本 は 欧州 諸国 に 範 を と る 諸 施策 を 実行 
し て 、 近 代 国家 に 発展 し て いっ た 。 土 農工 商 の 身分 制度 の 廃止 と 
と も に 武士 階級 の 経済 的 ・ 社 会 的 特権 も なくなっ た 。 統 治 制 度 の 
面 で は 、 内閣 制 度 の 設置 、 憲 法 の 制定 (議会 の 開設 、 司法 権 の 独立 、 
国民 の 権利 義務 を 定め た ) 、 ド イツ 式 陸軍 と イギリス 式 海軍 の 設 
立 、 地方 制度 の 改革 な ど が 行わ れ た 。 経済 の 面 で は 、 土 地 制 度 の 改 
革 と 官営 事業 に よる 産業 振興 、 貨 幣 制度 の 統一 が 行わ れ た 。 社会 
文化 の 面 で は 、 近代 的 学校 制度 が 確立 され た 。 こ の よう に し て 、 日 
本 社会 は 欧米 の 文化 ・ 制 度 を 積極 的 に 取り 込ん で いっ た 。 





ーー す デ 
The twenty-year period immediately following this 
transition saw the new Mei Government implement a wide 
range of measures modeled on European examples and 
designed to set Japan on its way to becoming a modern 
nation. The warrior-farmer-artisan-tradesman caste system 
was abolished and the warrior class was deprived of its 
social and economic privileges. Administrative innovations 
included the introduction of the cabinet system: the 
promulgation of a constitution which provided for 
independent legislative and judiciary branches of 
government and set forth the rights and obligations of the 
citizens: the establishment of an army modeled after that of 
Germany and a navy modeled after that of Britain: and 
various reforms in the system of local government On the 


economic side, the system of land ownership was revised, 
modern industries were promoted under direct government 
management, and uniform monetary system was instituted. 
Social and cultural reforms included the establishment of a 
modern system of education. Thus, vigorous measures were 
taken to assimilate Western culture into the Japanese social 
Structure. 














江戸 時 代 の 識字 率 は 
どの くら いか 


7gf zeas re 7zfercy rgfe が he 石 do ア Period2 

日 本 で は 明治 時 代 以 前 の 江戸 時 代 か ら すでに 国民 の 間 に は 教育 

を 尊重 する 気風 が あっ た 。 当 時 の 日 本 人 は すす ん で 「 読 み ・ 書 き ・ 

そろ ば ん 」 を 学習 し た 。 その 結果 、 江 戸 時 代 末期 ・ 明 治 維新 直前 の 

1867 年 当時 、 農民 ・ 町 人 を 含む 国民 の お よそ 半数 は 読み 書き が で 
きた 。 こ れ は 国際 比較 で も 当時 と し て は 稀 に 見 る 高 さ で あっ た 。 

















デー 


High respect for education had become a characteristic of 
Japanese society from no later than the Edo period (1603- 
1867), well before the days of rapid modernization that 
started with the Meiji Restoration in 1867. Study of reading. 
writing, and arithmetic was widespread during the Edo 
period, so that about half of the population, including 
farmers and ordinary townspeople, could read and write by 
the time of the Restoration. This level of hteracy was rare 
anywhere in the world at the time. 








武士 の 政権 は いつ 、 
どの よう に 終わ っ た の か 


en zzg oze dz の が he "の es"YS goge777716 れ た どれ の 

1853 年 、 圧倒 的 な 武力 を 誇示 する アメ リカ の 提 連 ベ リー 艦隊 来 日 
を 契機 と し 、 幕府 は や む な く 鎖国 を 解き 、 通 商 貿 易 が 始ま っ た 。 これ 
が 極め て 不平 等 な 条約 で あっ た た め 、 反 幕府 勢力 は 、 幕 府 の 開 | 
不平 等 条約 の 編 腰 を 不満 と し て 、 か ね て 復権 を うか が っ て いた 天 
皇 ・ 宮 廷 勢力 と 結ん で 、 い よい よ 幕 府 を 圧迫 し た 。 そこ で 、 幕府 は 一 
大 名 と し て の 徳川 家 存 続 を 目指 し て 、1867 年 に 大 政 奉 語 (幕府 か ら 
天皇 へ の 政権 の 返還 ) を 行っ た 。 翌 1868 年 に 西南 雄藩 が 主導 し て 、 
明治 天皇 を 上 に いた だ く 新 政府 が 成立 し た 。 こ れ を 明治 維新 と いう 。 





























ーー デ 
By an intimidating show of force. Commodore Perry's 
squadron arriving from the United States in 1853 forced the 
Tokugawa Shogunate to agree to abandon isolation and 
resume oVerseas trade and commerce. As the agreement 
(treaty) was seen as extremely unfair, the anti-shogunate 
forces exploited the discontent with the shogunates weak- 
kneed stance on the opening of the country and the one- 
sided treaty to join hands with the emperor and the 
imperial court, which had been waiting for a chance to 
resume Dower, and put pressure on the shogunate. At this 
juncture, the shogunate. seeking to preserve the daimyo 


status of the House of Tokugawa, moved to restore political 
authority to the Emperor in 1867. In the following year, the 
powerful domains of the southwest took the lead in forming 
a new government under Emperor Meiji. This iS known as 
the "Meiji Restoration of 1868" 














四国 国 記 | 持 集 学び 直し 日 本 史 








神道 と は 、 ど ん な 宗教 か 


Mgr soyf o/ ye/gzoz fs Safo2 


神道 は 日 本 固有 の 自然 宗教 で あり 、 神 道 の 神 を 祭る と ころ が 神 
社 で ある 。 田 査 の 町 や 村 の 中 心 に は 、 鎮 守 の 神 が ま つら れ て いる 。 
神道 で いう 神 は 無数 に あり 、 初 め は 自然 物 や 自然 現象 を 神 と し て 
いた 。 そ し て し だ い に 先 祖 を も 祭る よう に な っ た 。 し た が っ て 神 
道 に は 特定 の 教祖 は な く 、 教 典 も な い 。 





デデデ 

Shinto is the natural indigenous rehigion of Japan. Shinto 
gods, or kami, are worshipped at shrines (jinja). Country 
towns and vilages worship guardian gods. All natural 
objects and phenomena used to be considered as having 
kami, so the gods of Shito were uncountably numerous. 
Gradually, Shinto practice extended to the worship of 
ancestors. Accordingly, then, there were no specific leaders 
in Shinto religion, nor any books of scripture. 





禅 、 潮 禅 と は 


Mgr gs の g gd Zzze7 


禅宗 は 仏教 の 一 つ で ある 。 禅 と は 、 悟 り を 求め 、 心 を 静め る こと 
に よっ て 得 られ る 高 次 の 宗教 的 ・ 内 面 的 体験 で ある 。 こ の よう に 、 
心 を 静め る た め に 座っ て 静か に 思い を こら すこ と が 衝 禅 で ある 。 

禅宗 は 12 一 13 世 紀 に 、 中 国 か ら 帰 国 し た 日 本 人 僧 偶 (栄西 ・ 道 
元 ) に よっ て 伝え られ た 。 

禅宗 で は 、 真理 は 我々 の 言語 ・ 文 字 に よる 表現 を 超え て いる と さ 
れ 、 生 禅 修道 に よっ て 直接 に 自 証 体得 する こと に よっ て の み 把 握 さ 
れる も の だ と する 。 禅宗 は 武士 道 や 茶道 ・ い け ば な 、 な どの バッ ク 
ボー ン に な り 、 日 本 の 思想 や 文化 ・ 生 活 全般 に 影響 を 与え た 。 











マデ 


The Zen sect is one of the denominations of Buddhism. 
"Zen" is defined as an enlightened religious and mental state 
attained by striving to achieve spiritual awakening and 
serenity of mind. One of the pracHces used to obtain this 
serenity of mind is called zazen or “sitting in silent 
meditation" 

Eisai. Dogen, and other Japanese priests introduced the Zen 
sect to Japan in the twelfth and thirteenth centuries after 
studying in China. 

According to the Zen sect, truth is something which 
transcends the expressions of language and letters. It can 
only be grasped through the direct proof of experience 
obtained in the practice of zazen. The Zen sect has become 
the backbone of the samurai spirit. tea cult, and ikebana or 
Japanese flower arrangement. It has exerted great influence 
on Japanese thought, culture, and literally all aspects of 
Japanese life. 
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国旗 の 日 の 丸 の 意味 は 


IM7rgf does 2e rfsatg sar 2teg72 on re ze が oo7 77gg2 


日 本 の 国旗 は 日 の 丸 ま た は 日 章 旗 と いわ れ て いる 。 両 方 と も 昇 
る 太陽 の 旗 と いう 意味 で ある 。 白 地 の 中 心 の 赤い 円 は 太陽 を 表 
す 。 昔 か ら 神 社 の 旗 や の ぼり に 用 いら れ 、16 世 紀 ご ろか ら 日 本 を 
表す 旗 と し て 船 に 揚げ られ た 。 

「 太 陽 の 出る 所 ] と いう 意味 の 国 号 (日 本 ) と も 合致 する の で 、 
1870 年 に 商船 に 揚げ る 国旗 と し て 制定 され た 。 1999 年 に は 日 章 
旗 が 国旗 と し て 法制 化 さ れ た 。 























hs、 

The national flag of Japan is called the Hino-Maru or the 
Nisshoki. Both words mean “the flag of the rising sun. The 
sun is represented by a red circle at the center of a white 
field. The design had been used on shrine flags and 
banners for many years before being adapted to a flag for 
indicating the nationality of Japanese ships in the sixteenth 
CenturY. 

So well did the flag match the name of the country 
(meaning place from where the sun rises) that it was 
formally designated as the national flag for use on 
merchant ships in 1870. It became Japan's national flag by 
law in 1999. 








「 も の の あわ れ 」 
[無常] と は 


Mag does Afooogzogre gtd 4 ル 7o7o yren2 


日 本 人 が 長い 間 培 ( つ ち か ) っ て きた 美意識 を 表す 言葉 に 「 も の 
の あわ れ ] と 「 無 常 ] が ある 。「 も の の あわ れ ] は 、 平 安 王朝 文学 の 
美的 理 恋 の つと され る も の で 、 対 象 に 同情 ・ 同 感 し 、 そ の 風情 
や 情 震 に し み じ み と 心 が 動 か され る さま を 言う 。 ま た 、| 無 常 ] は 、 
仏教 思想 の 影響 を 受け な が ら 中 世 以 降 日 本 人 独特 の 価値 観 へ と 昇 
華 さ れ た も の で 、 移 ろ い ゆく も の 、 は か な いも の を いと お し く 思 
い 、 そ こ に 美 を 感じ る さま を 言う 。 日 本 人 が 桜 を 好む の は その 一 
例 と も いわ れる 。 





ーー デ 

Among the words expressive of the aesthetic sense 
acquired by the Japanese over a long period of time, there 
are “mononoaware" and “mujo". Mononoaware is said to be 
one of the aesthetic notions of Heian dynasty literature and 
denotes the state of mind that feels sympathy and empathy 
for the object and becomes profoundly moved by its 
elegance and charms. “Mujo" is a Japanese tendency to love 
and appreciate the beauty of things which are transient 
and ephemeral in nature, which under the influence of 
Buddhist thought since the medieval ages, became 
sublimed in a peculiarly Japanese sense of values. The 
Japanese fondness for the short-lived cherry blossoms 
might be an example of this. 
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ッ ト 2016」 Stage1 の テー マ は 、 「 人 事 ] 


行っ て いる 企業 を 表彰 する 「 第 5 回 日 本 HR チ ャ レ 


X [経営 ] の 未来 へ 。 経営 に 資す る 人 事 戦略 の 未来 を 考え る 場 と し て 、 
約 80 の 講演 が 行わ れ 、「HR テク ノロ ジー & ビッ グ デ ー タ JAPAN 


組み を 積極 的 | 
ンジ 大 賞 」 の 授与 式 も 開催 され た 。 


り 


日 一 13 日 の 3 日 間 、 ベル サー ル 東 京 日 本 橋 で 開催 され た 。 今年 か ら 春 


と 秋 の 開催 と な っ た 「HR サ 
2016」 も 同時 開催 され た 。 5 月 11 日 に は 、 人 事 領域 で 優れ た 新しい 取 


日 本 最大 級 の 人 事 ・ 経 営 者 フォ ー ラ ム 「[HR サ ミッ ト 2016」 が 5 月 11 
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ド 村 恵 

制作 部 部 長身 見 叶 宮 大 村 普 久 (AD) 内 座 明 (AD) 
好 田 本 杉山 未 記 川 姓 際 奈 " 衣 谷 直美 。" 新 真 実 / 鈴 木 聡子 
森本 会 美 / 小 株 上 由依 

写真 部 部 長 ・ 會 田 現 美 / 尾 形 文 第 梅 符 秀 司 
【 マ ー ケ ティ ング 局 】 営業 推進 部 部 長 ・ 和 田 明 彦 
(雑誌 書 新 ) 板垣 京 治 赤 幅 一 朗 小 陽 正 義 … 山 中 由里子 
水井 透 金 子 ゆ り 島 掴 衣 / 山 薄 杜 史 林原 久美 / 葉 井 席 子 
(電子 出 碑 部長 ・ 河 野 修 / 丁 村 雄 主 / 川 和 軍 蓄 本 千 衣 
(ダイ レク トマ ー ケ ティ ング ) 部 長 ・ 加藤 正人 富田 層 之 田村 直彦 
宮入 保 文子 "清野 一 芳 

(販売 管理) 都 長 ・ 宮 田 和 歌子 内 藤 寿 美恵 
全 伝 部 部 長 ・ 加 藤光 衝 等 間 勝 久 一時 坂 知 


中 島 岩 順 宮澤 由美 / 三 間 多 香子 


今井 農 一 小林 生 子 











中 原 恵 理香 只 電 美由紀 





【 ビ ジネス プロ モー ショ ン 局 】 業務 部 部 長 美子 "藤井 教 美 
メデ ィ ア 営業 部 部 長 ・ 吉 村 康 山内 光 芝 佐藤 朋 裕 本 多 正 筐 
田中 慌 一 ご 齋 治 子株 政 攻 山口 小 和 子 山中 美紀 白川 岳史 

小 株 玉 校 佐藤 電 剛 星野 は る 香 

メデ ィ ア 制作 部 部 長 ・ 攻 生 田 放 介 高 井 更 之 平 鳥 了 広 細川 めぐ み 
新井 奈 員 三 消 渡 委 上 真理 ご 坂元 本 長 符 川 典子 工 立 博 


コミ ュ ニ ケー ショ ン 事 業 部 部 長 ・ 寺 田 千 大 久保 循 人 / 還 湯 真田 
中 野 工 衣 山 岡 正治 

賠 西 支社 】 マー ケティング 部 一 見 和 男 一 小川 了 平 

小山 京子 

管理 部 部 長 ・ 川 恵子 山本 侍 世 子 


> 問い 合 
【 お 問い 合わ せ 】 侵 付 時 間 9:30 一 17:20 明 - 人 ) 


東洋 経 済 コー ル セ ン ター Tel03-5605-7021 





【 予 約 購読 
全 お 申し 込み * 住 所 変更 等 の ご 連絡 は 
フリ ーTel 0120-206-308 Fax 03-3688-8901 


携帯 電話 か 5 ら は Tel 03-3688-8900 
(受付 時 間 9:30 一 17:20 土日 祝 * 体 ) 





今 配 送 に 関す る お 問い 合わ せ は フリ ーTel 0120-773-018 











人 広告 掲載 の お 申し 込み は Tel 03-3246-5596 
定期 刊行 物 ・ 年 間 予約 購読 の お すす め 
週刊 東洋 経済 mm 1 年 (50 冊 ) 28.000 円 


2 年 (100 冊 ) 49.000 円 
3 年 (150 后 ) 63.000 円 
失 表 記 笠 金 は 送料 と 8 % の 消費 税 を 合 ん だ も の で す 。 
表 陣 時 増刊 全 は 合 み ませ ん 。 
※ 中 焦 解 約 は 、 ご 購 庶 回 数 に より 実直 精算 と な り ま す 。 


本 恋 掲 載 記事 の 概 三 ・ 概 投 訳 載 * 抄 押 要 交 ・ 紙 気 虹 体 ・ 光 ディ スク へ の 入力 等 
を 小 社 の 許諾 な く 抹 うこ と を 折 じ ます 。 こ れ ら に つい て は 小 社 03-3246-5481 ま で 
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な 検 特 遺 給 か の 険 れ 過 と お じ 妖 
人柱 侍 潜 間 ホ の 附 入 首 と お と 半 
で の の みる M 人 額 に い げ が た 
か わが 関 に 病 で だ ま 綱 え で ん 際 
は も すす 
角 と な いた すか る 人 着る に た 
は いる し じい 叶 や ら 割 は 療 加 時 
年 う 層 うら 作 だ に 村 し 次 人 た 
こま 全て た が も 衝 く まし は 
信 の 遺 明 が いり 1] ん な か る 隔て る 
が ま 伝 却 人 ん が 人 使 ら 哲 いた た ちら 
ず う 子 れ と が が 険 保 見 いた た か 
KR バ く XY 


「 読 者 の 手紙 」 を 


お 待ち し て いま す 


800 宇 以内 。e メ ー ル で の 投稿 を 歓迎 し ます 。 
住所 、 氏 名 (ふり が な )、 職業 、 年 齢 、 電話 番号 
お よび 「 読 者 の 手紙 」 欄 用 と 明記 し て くだ さい 。 


【 宛 先 】 1egami@toyokeizai.c0.jp 
〒103-8345 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 石町 1-2-1 


週刊 東洋 経済 | 編集 部 
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作 注 基 ご 導き dE 二 y っ er ご 
n 才 さき 交 中 油 . 洋 
革 注 吉 き ご 革 出 は で 避 慰 主 庫 計 


雇 」 ひき 不 応 深 4CK で NEy 義 夫 


に 験 
| 
る を な 
は 
し の 
た 穫 
そ 担 
ト 
ら 作 


に イボ くい は >: ドー | 
い ァ 


の 補 す 史 
2 
ま ッ 
は 2 
も t 
す 50 
ょ 史 局 
言 が 廊 は 

こ 基 お 
大 の 誕 農 
学 点 診 め 
受 数 隊 で 





WEB 申 し 込み 限定 月 額 プ ラン も 同時 スタ ー ト 


( 紙 の 雑誌 す WEB 版 ) 





スタ ー ト キャ ン ペ ー ン ! 7?7/31 ゅ jc 


キャ ン ペ ー ン 価格 


月 額 3.500 円 放 ) 生計 2.500 円 


MA9EHi4 紙 の 雑誌 





cz 作例 
の zZp 


タプ レッ ト 





※ お 申込 みか ら 1 カ月 以内 に 解約 し た 場合 は 、 1 カ月 無料 は 適用 され ませ ん 。 


毎号 直接 お 届け し ます ! 長期 購読 ほど お 得 で す ! 

















購読 期間 (同数 ) 1 冊 あ た り 市 価 概算 購読 価格 ( 税 ・ 送 料 込 ) 

3 年 G50) 420 円 103,500 円 一 テ 63.000 円 
2 年 Goo) 490 円 69,000 和 円 一 49,000 由 
1 年 Go) 560 円 34,500 円 一 28,000 幅 
半年 25) 632 円 17.250 円 一 > 15,800 円 





定期 購読 者 限定 特典 





⑩ 充実 デジ タル サー ビス が 使い た い 放 題 
ウェ ブ で 読む 『 週 刊 東洋 経済 プラ テス 』、 バ ッ ク ナ ン バ ー 950 僅 分 か ら 探す 
『 記 事 検索 サー ビス 』、 ペ ー ジ を めく っ て 読む 『 雑 誌 丸 ご と 読み サー ビス 』 が すべ て 使え る 。 


@ 週刊 東 洋 経済 主催 の セミ ナー に ご 拘 待 介 薄 プリ ンス ホテ ル ・ ゴ ルフ 場 ご 優待 科 日 本 橋 東 洋 経済 倶楽部 Gemsy 








お 申込 み ・ お 問い 合わ せ 
東洋 経済 


予約 サー ビス セン ター 





http://store.toyokeizai.met/S/sub/toyo/ | 週 和 東 洋 経済 定期 購読 | 本 
0120-206-308 (受付 時 間 9:30 一 17:20 / 土日 視 ・ 休 ) 携帯 電話 か ら は 03-3688-8900 
03-3688- 8901 (※ と じ 込 み ハ ガキ を コピ ー の うえ ご 送信 くだ さい 。) 
sub@toyokeizai.net と じ 込 み ハ ガキ 














ゞ 読み いた だ け ま す 。 


同 http://tkplus.jp/ 


本 計 誠 | ーーーーーー | 録 済み の 方 は 、 同 の ID 
時 | 週刊 東洋 経済 プラ ス | UP 











生涯 現役 の 人 生 学 
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揚 影 : 風間 人 一 朗 


「 小 説 上 杉 鹿山 | 「50 歳 か ら の 勉強 法 | な ど 。 


退職 し 作家 に 。 代 表 作 に 


どう も ん ・ ふ ゆ じ 介 1927 年 東京 生ま れ 。 都 庁 で 広報 室長 、 政 策 室長 な ど を 歴任 後 、 


79 年 6 


